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ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
ま
し
よ
う

４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
市
で

は
、
１２
月

下
旬
か
ら
要
介
護
認
定
の
結
果
通
知
を
順
次
発
送
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
認
定
通
知
後
に
作
成
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
つ

い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
介
護
保
険
準
備
室
（
４
月
か
ら
は
介
護
支
援
課
）
？
3
6
6
・
7
3
7
0

認
定

通

知
と

介
護

サ

ー

ビ
ス

計
画

要
介

護

認
定

の
結
果

通
知

が
届

い

た
ら

、
４
月

か
ら

の
介

護
サ

ー
ビ

ス

の
利
用

に
備
え

て

、
介

護
サ

ー
ビ

ス

計
画

を
作
成

す
る
こ
と

に
な
り
ま
す

。

介
護
サ

ー
ビ
ス
計
画
は
、
別
表
（「
居

宅
介

護
支
援

事
業

者

一
覧
表
」

を
参

照
）

の
居
宅

介
護

支
援

事
業

者
に

依

頼
し

て
作
成

す

る
こ
と

に
な

り
ま

す

が
、
自

己

作
成
も

可
能

で
す

。
計
画

作
成
費
用

は
全
額
保
険

給
付
と
な
り

、

自
己
負

担

は
あ
り

ま
せ

ん

の
で
、

居

宅
介

護
支

援
事
業

者

に
依
頼

す

る
こ

と
を

お
勧

め
し

ま
す

。

計
画

は

、
居
宅

介
護

支
援

事
業

者

に
所

属
す

る
介
護

支
援

専
門

員

（
ケ

ア

マ
ネ

ー
ジ

ヤ
ー
）

が
利
用

者

の
意

向
を

尊
重

し
て
作

成
し

ま
す

が
、

計

画

の
内

容

に

つ
い
て

、
最
終

的
に

利

用
者

の
同

意

が
必

要
と
な
り
ま
す
。

作
成
段
階
で
ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ
ヤ
ー
と

よ
く
相
談
し
て
計

画
を
作
成
し
て
く

だ
さ
い
。

施
設

サ
ー
ビ
ス
を
希

望
す

る
人
は
、

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
を
通

じ

て
紹

介
し

て
も

ら
う

か
、

直
接
施

設
に

問

い
合
わ
せ

て
く

だ
さ

い
。
こ

の
場

合

は

、
介
護

サ

ー
ビ
ス

計
画

の
作
成

は

必
要

あ
り

ま
せ

ん
。

※
居
宅
介

護
支

援
事

業
者

は
、
市

外

の
事
業

者

で
も
依

頼
す

る
こ

と

が

で
き
ま

す

。

※
市

で

は
、
昨

年
1
0
月
か

ら
要
介

護

認
定

の
申
請

に
基

づ
き

、
審
査

・

判
定
し

て

、
要

介

護
認
定

の

結
果

通
知

を
し

て

い
ま

す

。
ま
だ
届

か

な

い
人
は
、
審
査
・
判
定
が
終
わ

り
次
第
郵
送
し
ま
す
。
今
し

ば
ら

く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
依
頼
届

出
書
に
つ
い
て

認

定
結

果
通

知
に
同

封
し

た
居
宅

サ

ー
ビ
ス
計
画
作
成
依

頼
届
出
書

は
、

「
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
を

ど
こ

の
事

業
者

に
決

め
た

か
」

を
市
に

知
ら
せ

て

も
ら
弓

書
類

で
す

。
居
宅

介
護

支

援

事
業
者

を
通

じ
て

提
出
し

て
く

だ

さ
い
。

認定結果通知が届きます

要
支
援

要
介
護
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

市の福祉サービスを必要と

される人は 、おせわ課(∠L月

からぱ 高齢者福祉課)？366

-ﾜ343 へご 相談＜ださい。

１

｜

居宅介護支援事業者に申し込みます

施設サービス

在宅サービス

○本人・家族と相談

して、計画づ＜リ

をします。

○居宅介護支援事業

者がサービスの手

配をします。

‐

－

－

－

－

※要支援の人は施設サー

ビスを利用できません。

４

月
か
ら
の

サ
ー
ビ
ス
利

用
開
始

ｌ　　　　　　　　
※居宅介護 支援事業 者に所属する介護支援 専門　

：

｜　　　　　　　　
員（ケアマネージャー）が計画を作成し ます。｜

|－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － Ｊ

市内居宅介護支援事業者一覧表（市内に営業所を持つ事業者を含む） 平成12年2月1日現在

事　業　者　名 所　在　地 電 話 番 号

ゆいま一る松戸 松戸1129 の1 362-2215
ハイネズ居宅介護支援事業所 松戸1 口6 の2亀井ビル801 363-6ﾜ91

㈱ヘルシーサービ ス松戸営業所 本町10 の3青木ビル202 331 ―'∠囗26

アズミメディケアサービス東葛㈲桜井電気商会 根本464 362-0034
拊松戸市福祉公社 兩花島4の63の5 368-2981
アオイ薬局 上本郷3の40引 368-3939
アイリスケアセンター稔台 稔台111 の8 308－ﾜ811

㈲元気介護支援サービ ス 中根516 33卜5353
松戸市馬橋地区在宅介護支援センター 西馬橋幸町25 34C卜1355

さつき訪問看護ステーション 西馬橋蔵元町98 の201 34(卜5235

日本福祉サービス㈱松戸営業所 西馬榲蔵元町104 の2フェリス蔵元2F 34｢アー2948

陽光苑居宅介護支援センター 旭町2の238 348-3 印 １

松戸市新松戸地区在宅介護支援センター 新松戸1の3副 346-2500

新松戸中央総合病院付属おとしよリセンター 新松戸1の401 30卜8200
新松戸診療所 新松戸4の2 343-92ﾜ1

松戸なのはな訪問看護ステーション 新松戸4の2の2 34C卜6 引５

市場医院介護支援室 中和倉161 の5 342 べ)400

いらはら診療所 小金原∠Lの25のﾜ 34ワー2231

小金原居宅介護支援事業所 小金原6の2の3 3∠囗-1131

栗ヶ沢居宅介護支援センター 栗ケ沢ﾜ89の22 385-2552

居宅支援事業所マーシィヒル 根木内6刀 の2 348-8ﾜ8ﾜ

医療法人社団清志会大倉記念病院 大谷口133 の1 34卜5ﾜ11

大倉記念在宅介護支援センター 犬谷口133 の1 3∠囗刪5ﾜ11

ニッセイエデン介護プランセンター 高塚新田123 の1 33C卜82ﾜ0

松戸市立福祉医療センター東松戸病院 高塚新田123 の13 391 べ)211

㈱コムスン松戸ケアセンター 常盤平陣屋前4のロトーシン常盤平102 394-6ﾜ10

大洋産業㈱ 常盤平らの3の3 384-42 引

松戸市東部地区在宅介護支援センター 河原塚102 の8 39卜5600
やわら木苑居宅介護支援事業所 金ケ作2刀 386-0213
メモリーボード㈲ 金ケ作∠に)8のﾜ9 388-2388
千葉西総合病院 金ケ作10ﾜ の1 384-8111
㈱日本ビコー松戸営業所居宅介護支援室 五香西1の 巧の24 39∠卜6622

親愛ケアサービス㈲指定居宅介護支援センター 串綺南眄2∠L4の9コーポあ すか202 38卜1852
居宅介護支援事業所松寿園 六高台2の19 の2 386-635ﾜ

(ﾈt午 葉県接骨師会指定居宅介護支援事業所

連絡担当：谷村

：棚山

千葉市中央区末広3の21 の6 04ド 訃 べD356

常盤平柳町2ﾜの14 谷村接骨院内 38卜3090
東平賀283 仁生堂接骨院内 34卜200 ∠L

※今後、県の指定かおり次剣頼次お知らせします。

※地域別に表示してあります。

4月1 日から

外国人登録制度が変わります
主な改正点

干指紋押なつ制度の廃止

非永住者（1年以上の在

留期間を付与された者また

は通算し て1 年以 上在留 するこ ととなる者） に指紋押なつ義 務

が課せら れていよし た が 、永住者お よび特 別永住者と同 様に 、

署名と家族事項の登録 で済むようになり ます。

す 代理申請範 囲の拡大

居 住地 、在留の資 格 、在留期 間等に 係る 変 更登録申 請に つ

いては 、同 居する 親族が 代わり に申請 する こ とがで きるよう

になります。

③ 永住者および 特別永住者

永住者 およ び特 別 永住者 の登 録事 項 では 、「職 業」お よ び

「勤務所 または事務所 の名 称および所 在地」 の記入項目 がな ＜

なり 、また 、登録 証明書 の切り 替え期 間が現行 の5 年からﾜ 年

に伸長され ます。

昌市 民 課外 国人 登録 担当o366-ﾜ340

平
成
1
2年
度
市
営
有
料
自
転
車
駐
車
場
の

定
期
使
用
者
を
随
時
募
集
し
ま
す

３

月
５

日

日

か
ら
市

営

有
料

駐

輪

場

（
定

期

使

用

）
の

随

時

募

集

を

開

始

し

ま
す

。
各

駐

輪

場
管

理

棟

に

掲
示

す

る
空

き
状

況

を
確

認

の

う
え
申

請
し
て

く
だ
さ

い
。

定
期

使
用

の
応

募
要

領

◇

定

期

使
用

で
き

る
車

種

防

犯
登

録

を
受

け
て

い
る
自

転

車

と

原
動

機
付

自

転
車

（
五

〇
0
0

以

下
）

◇

申
｀
雷

Ｅ
の

配
布

場
所

駐
輪
場
の
管
理
棟
で
配

布
し
ま
す
。

◇

受
け

付
け

場
所

駐

輪

場
の

管

理
棟

で
受

け
付

け

人口 と世帯　2 月1日現在

人口465,305 人 ［- 115 ］

男235,283 人 ［- 133 ］

女230,022 人 ［＋　18］

世帯181,142 世帯［- 128 ］

主な内容
ま
す
。

※
新
松
戸
駅
は
、
３
月
３
日
廊

西

口
第
七
駐
輪
場
に
管
理
棟
を
設

置
（
千
葉
銀
行
北
側
、
区
画
整

理
記
念
碑
前
）
し
ま
す
。

◇
取
り
扱
い
時
間

缶

回
７
時
～
午
後
７
時

◇
結
果
通
知

申
請
に
基
づ
き
、
後
日
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

汾
評
細
に
つ
い
て
は
、
駐
輪
場
管

理
員
ま
た
は
安
全
課

ま
で

お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
安
全
課
？
3
6
6
・
7
3
4
1

障害者福祉センター　デイサー
ビス事業　春季火災予防運動②

市・県民税の申告　　　　　 ③

資源にするか。ごみにするか。
紙、一重　　　　　　　　　 ④

松戸の環境を知ろう　生きも
の調査を実施中　　　　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

介護保険の仕組み

認定通知後の介護ｻｰﾋﾞｽ計画(ケアプラン）

囗
は
前
月
比

介護サービス

計画完成 （本

人 ・家族の同‘

意を得て）
匝 尚 重半］∧△デイサービス≒ ブ ザー∩



広報ま つ ど2000 年(平成12年)2月25日

ふ
れ
あ
い
刀一
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
を

対
象
に
創
作
活
動
や
機
能
訓
練
を
行
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
惠
業

を
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

固
ふ
れ
あ
い
2
2（
健
康
偈
鬣

顯

）ａ

塗

暑

福
祉
セ
ン
タ
ー

？
3
8
3
7

1
1
1

対

隼

・
市

内

在
住
の

障
虫－
者
手

帳

を
持

っ
て

い

る
人

ま
た

ぱ
準

ず

る
人

で
お
お

む
ね
十
八

歳
以
上
の
人

※
機

能
訓

練
の

申
し

込
み
の

で
き

る

人

は
医

療
的

な
管

狎
が

終

了
し
た

①

お
お

む
ね
十

八
歳
以

上
（

十

五

歳

未
満

の
人

心

は
か

の
施

設
等

で

訓

練
を

受
け

て
い

な
い
人

（
介

護

保
険
対

象
者
は
除
く
）

期
間
・
上

年

間

（
パ
ソ

コ
ン

は
一（

カ
丘

間
）

定
員
・：
各
十

五
人

程
度

（
パ
ソ
コ

ン
は

各
五
人
）

デイサービス（講座）一覧

創作活動

眥

弔
：
隹
料

（
材
料

費

実
費
）

※
す

で
に
講

座
に

参
加

し
て

い
る
人

や

待
機

中
の
人

も

、
再
度

申
し

込

み
が
必

要
で
す

。

圃
２

月
2
8
日

㈲

か
ら
障
害

者
福
祉
セ

ン

タ
匚
窓

口
ま
た

は
電

話

・
フ
ァ

ッ

ク
ス
で

、
住

階
・
氏
名

・
年
齢

・
電

話

（
フ

ァ

ッ

ク

ス

）
番

号

・
障

害

の

種

類

・
等
級

を
記
入

し

て

、
ふ

れ
あ

い

2
2（
健

康

福

祉
会

館

）
内

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

？
3
8
3
7
1
1
1

唆

8
3・
ワ
８

１
０
へ

３

陶芸Ａ 第1・3月曜日 午後2時～4時 器・皿・花瓶などの基本的な作り方

陶芸Ｂ 第2ぺ 金曜日 午後2時～∠L時 づ殷的な陶芸のほか自由なイメージを形にする

水彩画 第2ぺ 月曜日 午後2時～4時 いろいろな画材を透明水彩で描＜

生け花 第3月曜日 午後2時30分～
4時 季節の花の生け方

書道Ａ 第1・3火曜日 午後2時30分～
4時 漢字や名言名句を知る楽しさを味わう

書道Ｂ 第2・4火曜日 高笑)y?時～11 おしゃべりを楽しみながら文字を書＜

絵手紙 第1・3水曜日 午後2時～4時 絵手紙の書き方、楽しみ方

手工芸 第1・3水曜日 午前10時～正午ちりめん･ﾋﾄ ｽﾞ･臘 などを使い､小榊ｱ 他ｻﾘｰ を作る

バードカービング第2・4木曜日 午後1時～3時 柔らかい木を使い、野鳥を作る

ゅび編み・手芸第1・3金曜日 午後2時～4時 指先を使ってリハビリを兼ねた編み物・手芸

墨絵 第2 ぺ 日曜日 午前10時～正午墨絵の描き方、楽しみ方
機能訓練

案内図

○
新
京
成
五
香
駅
か
ら
徒
歩
十

三
分

○
新
京
成
常
盤
平
駅
、
Ｊ
Ｒ
新

八
柱
駅
・
新
京
成
八
柱
駅
前

か
ら
新
京
成
バ
ス
牧
の
原
団

地
行

き
で
「
牧

の
原

団
地
」

下
車
徒
歩
三
分
（
新
八
柱
駅
・

八
柱
駅
前
か
ら
は
、
一
部
ノ

ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
が
運
行
さ

れ
て
い
ま
す
）
。
運
行
時
刻
等

問
い
合
わ
せ
…
新
京
成
電
鉄

松
戸
営
業
所
？
3
8
7
・
０
３
８

８

ふ

れ
あ
い
2
2
こ

ど

も
発

達

セ
ン

タ

ー
で

は

、

育
ち

に
不

安
の
あ

る
お
子

さ
ん
や
心

身
の
発

達

に
遅

れ
の
あ

る
お
子

さ
ん

に
対

し

、
小

児

科
医

を
は

じ
め

と
す

る
専
門

ス
タ

ッ
フ
が
相
談

・
診

療
を
行
っ
て
い
ま

す
。

ま

た
、
子

育
て
に

不

安
が
あ

る
人

の
相

談
に

も
応

じ
て
い
ま

す
。

お
気

軽
に
ご
相

談
く
だ

さ
い
。

問
ふ
れ

あ
い
2
2（
健

康
福
祉
会

館
）内

こ

ど
も

発

達
セ

ン

タ

ー

？
3
8
3・
6
1
1
1

ふれあいリハビリ 毎週月・金曜日 午後1時～∠跼
30分 申し込み後に面接があります

社会適応訓練
ワープロ 第1・3金曜日 午前10時～正午
パソコンＡ 第1・3火曜日 午前10時～正午ワード
パソコンＢ 第2・4火曜日 午前10時～正午ワード
パソコンＣ 第1・3土曜日 午前10時～正午エクセル
パソコンＤ 第卜 ３土曜日 午後3時～5時 対象初ﾉに渚
パソコンＥ 第1・3日曜日 午後2時～4時 対象袮滂
スポーツ・レクリエーション

ふれあい卓球 第1・3日曜日 午後3侍～5時 体を動かすことや卓球の楽しさを知る

ふれあいコーラ
ス

第1月曜日 午後2時30夕卜4 時 歌う楽しさを知る（童謡・唱歌など）
第3月曜日 午前10時30分～正午

ふれあい社交ダ
ンス 毎週木B瞿日 午後1時～4時 楽し＜ダンスを覚える

車いすﾀﾞﾝｽ 第卜 ３日曜日 午前1塒～午後
C旅心 車いすでダンスを楽しむ

ふれあいレクリエーション
偶数月

第2土曜日 午前10時～正午リハビリを兼ねた室内遊び

その他（自由参加 ・予約不要）

朗読をきくかい 毎月第2水曜日 午前10時～1聯
立

松戸朗読奉仕会会員による朗読

囲碁・将棋・ォ
セロ 毎週金曜日 午後1時～5時

柏市のダイオキシン恒久対策工事を

近隣市町村で支援

グリーンセンターおよび和名ケ谷クリーンセンター

の排出ガス(ダイオキシン類測定結果)は、平成仰年

12月から適用される国の基準を十分満たした運転管

理が行われています。

柏市も国の基準を満たすため、平成13 年8 月まで

の予定でダイオキシン恒久対策工事を行っていま

す。そのため柏市から本市を含む近隣市町村へ工事

期間中 、ごみ(一部)の焼却要請がありました。この

工事は広域的なダイオキシン類の削減につながりま

すので、本市でもごみ焼却支援を行っていきます。

市民のみなさんのごE里解をお願いします。

期間平成12 年3 月～平成13 年4 月　受け入れ日数延

べ28 日間　１日の処理量約50 ‰(清掃車約20 台分)

問環境部計画課？366-｢ｱ331

３
月

１
日

團
か

ら
７
日

㈹
ま

で
の

一
週
間

、
春

の
火
災

予
防

運
動

が
全

国

一
斉

に
展

開
さ

れ
ま
す

。

市

の
昨
年

一
年
間

に
発

生
し

た
火

災

は
百

七
十
九

件

で
、
前
年

に

比

べ

住

宅
な

ど
の
建

物
火

災
は

減
少
し

た

も

の

の
十
件
増

加
し

ま
し

た
。

ま
た

、
火
災

原
因

の
第

一
位

は
放

火

、
そ
し

て
第

二
位

は
放
火

の
疑

い

で
す
。
こ

れ
ら

を
合

わ
せ

る
と
火

災

総

件
数

の
三
九
％

に

も
上
り

ま
す

。

「
放
火

さ
れ
な

い
・
さ
せ

な
い
」
環
境

づ
く
り

が
大
切

で
す

。

ガ
ソ
リ
ン
の
取
り
扱
い
に
注
意

今
年
の
１
月
４
日
、
静
岡
県
下
田

市
の
新
聞
販
売
店
に
お
い
て
ガ
ソ
リ

ン
を
取
り
扱
い
中
に
ス
ト
ー
ブ
の
火

が
引
火
、
居
住
者
七
人
が
焼
死
し
た

痛
ま
し

い
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
は
、
灯
油
と
比
べ
常
温

で
も
離
れ
た
場
所
の
火
気
で
引
火
す

る
、
極
め
て
危
険
度
の
高
い
物
質
で

す
。

ガ
ソ
リ
ン
は
次
の
事
に
気
を
付
け
て

①
祀
対
に
火
気
の
な
い
所
で
保
管

ま
た
は
取
り
扱
弓
②
鍵
の
付

い
た
場

所
で
保
管
す
る
③
金
属
製
の
タ
ン
ク

を
使
用
す
る
。

※
四
十
刧
以
上
取
り
扱
う
場
合
は
法

的
規
制
を
受
け
ま
す
。

圖消 防 局 救急 防 災 課 指導 係？363-1116

｢ 消 防 ふ れ あ い フ ェ ス タ2000｣

2 月2ﾜ 日日 午 前9 時40 分～ 正 午　 会場 森 のホ ール21

内 容日光猿軍団 ・間中校長 による 防火講演 、女性和太鼓 、

幼 年消防ク ラブ ド リル演技 、消防音楽 隊演奏 、軽音楽同

好会 演奏　費用無料

｢ 火 災 の な い 明 る い ま ち づ く り｣ 街 頭 キ ャ ン

ペ ー ン

3月3 日廊午前11 時～ 正午　会場新 八柱駅前ロ ータリ ー

内 容八柱を よく する会 による 街頭キ ャン ペ ーン 、防火チ

ラシ 等の配布 、幼年消防ク ラブ の演奏　費用無料

あ
な
た
の
健
康

心
身
医
学
シ
リ
ー
ズ
　
そ
の
七

不
安
と
体

慢
性
化
し
た
不
安
と
緊
張
か
ら

心
身
症
に

現

実
の
生
活

の

な
か
で

、
不

安

や
緊
張

な
ど

の
情
動

体
験

は
、

ほ

と
ん

ど
の
人

た
ち

が
日

常

、
体

験

す

る
も

の
で

す
。
こ

れ
ら

の
不

安

や
緊
張

が
、
長

期
に

わ
た

っ
て

続

い
た
り

、
そ

の
程
度

が
比

較
的

強

い
場

合
に

は
、
体

の
生
理

的
反
応

と
し

て
、

い
ろ

い
ろ
症
状

を
引

き

起

こ

す

こ

と

が
知

ら

れ

て

い
ま

す
。あ

る
人
は
不

安
の
程
度

が
比

較

的
軽
く

て
も
症

状

が
起

こ

る
場
合

が
あ
り

、
ま
た

、
あ

る
人

は
極

め

て
強

い
不

安

が
か
な
り

長
時

間
続

い
て

は
じ
め

て
、
症

状

が
起

こ

る

場

合
も

あ
り
ま

す

。

こ

の
よ
う
に

、
個
人

に
よ

っ
て

不

安
反

応
の
出

現

が
お
の

ず
か
ら

異

な

る
こ
と
も

注
意
す

る
必

要

が

あ
り
ま

す
。

不

安
反

応

が
異

な

る
の
は

、
個

個

の
人

の
性
格

因
子
と

環
境

因
子

の
か
ね

あ

い
が
、
そ

れ
ぞ

れ
異
な

り

、
さ
ま

ざ
ま

な
反
応

が
多

様
な

か

た

ち

で

あ

ら

わ

れ

る

た

め

で

す

。
不

安
が
あ

っ
て
も

、
そ

れ

が

一
過

性

で
あ
れ

ば
、
緊

張
を

伴
わ

な

い
こ
と

も
あ
り

得
ま

す

が
、
大

多
数

は

、
不
安

が
あ

れ
ば
同

時
に

緊
張

が
認

め
ら

れ
、
と

く
に
不
安

が
慢

性
化
し

た
場

合
に

は
、
緊

張

が
著

し
く

な
り
ま

す
。

一
方
、
不

安
以
外

の
情
動

に
も

、

緊
張

を
伴
う

ケ

ー
ス

が
あ
り

、
例

え

ば
、

怒
り

が

強

い
場

合

に

は

、

緊
張

が
伴

い
や
す

い
と

い

っ
た
こ

と

が
知
ら

れ
て

い
ま
す

。

ま

た
、
多

く

の
現
代
人

の
特

徴

と
し

て
は

、
ス
ト

レ
ス

状
況
に

お

か

れ
、
緊

張
状
態

に

あ
り
な

が
ら
、

266

そ

の
こ
と

に
本

人

が
気

付

い
て

い

な

い
こ
と

で
す

。

こ

の
よ
う

な
場

合
、
し

ば
し

ば
、

持

続
的

な
慢
性

の
緊
張

が
災

い
し

て

、
心
身

症

が
あ
ら

わ
れ
て

く
る

こ

と

も

少

な

く

な

い
と

い

え

ま

す

。
心
理
状
態
に
よ
っ
て
変
化
す
る

体欲

求
不
満

が
こ

う
じ
て

体
の

症
状

を
ま

ね
く

精

神

的
発

育

の
過
程

で
さ
ま

ざ

ま
な

障
害

を
受
け

た
た

め
に

、
性

格
的

な
ひ

ず
み
を

も

つ
人
は

、
日

常
生
活

の
な
か

で
欲
求
不

満

の
状

態
に

な
り

や
す
く

、
こ

の
よ
う

な

心
理

状
態
を

う
ま

く
処

理
で

き
な

い
場

合
に

、
し

ば
し

ば
体

の
機

能

に
障

害
を
ま

ね
く
可

能

性
が
あ

り

ま
す

。

長
引

く
抑
う

つ
気
分

か

ら
、
体

の

症
状

が
強

く
あ
ら

わ
れ
る

抑
う

つ
状

態

（
抑

う

つ
気
分

・

思
考
制

止

・
意
欲
低

下
を

主
体

と

す
る
状

態
）

に
陥

る
と
身

体
症

状

が
あ
ら

わ

れ
る
こ
と

は
、

一
般

に

よ
く

あ
る
こ

と
で
す

。
抑
う

っ

も

一
つ

の
情
動

で
す

が
、
う

つ
気
分

が
み
ら

れ
る

と
き

は
、
そ

れ

が
ど

の
程
度

持
続
し

て

い
る
か

が
問

題

と

な
り

ま
す

。
一
過

性

の
気

分

の

変

調

は
、
だ

れ
に
生

じ
て

も
不
思

議

で

は

あ

り
ま

せ

ん

。
し

か
し

、

抑

う

つ
状
態

が
長
引

く
と

、
し

ば

し

ば
全

身

の
倦

怠

や

食

欲
不

振

、

頭

痛
、

痛
み

な
ど
と

い

っ
た

体

の

症

状

が
出

現
し

や
す

く
な

る
こ
と

が
知
ら

れ
て

い
ま
す

。

（
松

戸
市

医

師

会

）

講座名 曜　日 時　問 内　容・備　考

あぶないよひとりぽっちにしんその火
３月１日(水)～７日(火)

春の火災予

防運動

楽
し
く
学
ぼ
う
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広報まつ2000 年(平成12年)2月25日

市
・
県
民
税
の
申
告
は
３
月
1
5日
水
ま
で

予算編成を終えて

予
算
編

成
も

終
わ

り
、
本

市

の

平

成
1
2年

度
予
算

案

が
ま

と
ま

り
、

ほ

っ
と
胸

を

な
で
お

ろ
し
て

い
ま

す

。今
年

は
、
介

護
保

険
関
連

の
予

算

や
地
方

分
権

一
括
法

に

よ
り

移

譲
さ

れ
る
事

務
の
負

担
な

ど

が
加

わ
り
、
昨

年

に
も
増
し

て

一
段
と

Ｊ
リ
ー
グ
・
柏
レ
イ
ソ
ル
激
励
会
に
て

安全で安心できる建築物を建てるために

中間検査を実施します
市では建築基準法の改正に伴い 、特に建築

士による工事監理等が適切に実施されている

かの確認をするため、建築工事期間中に中間

検査を行います。

安全で安心な建築物のためには 、適切な工

事監理が大変重要です。

建築物を建築する場合には、工事を設計図

書のとおりに実施しているかどうか、責任を

もって監理する工事監理者を決めましょう。

厳
し
い
状
況
の
中
で
の
予
算
編
成

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
介
護

保
険
に
つ
い
て
は
円
滑
な
導
入
を

目
指
し
、
ま
た
、
地
方
分
権
に
つ

い
て
は
本
格
的
な
地
方
の
時
代
の

幕
開
け
と
捉
え
、
主
体
性
を
も
っ

て
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
落

と
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
予
算
配
分
に
特
に

意
を
注
い
だ
と
こ
ろ
で
す
。

結
果
、
平
成
1
2年
度
松
戸
市
予

算
案
は
、
一
般
会
計
で
一
千
九
十

二
億
一
千
六
百
万
円
、
前
年
度
比

〇
・
五
％
増
と
な
り
、
新
設
の
介

護
保
険
を
含
む
特
別
会
計
と
企
業

会
計
も
合
わ
せ
た
全
会
計
の
合
計

で
は
、
二
千
百
三
十
四
億
二
千
九

百
四
十
万
六
千
円
、
前
年
度
比
七

・
九
％
増
の
予
算
案
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
予
算
案
に
つ
き
ま
し

て
は
、
３
月
の
市
議
会
で
審
議

い

対象①戸建て分譲住宅

②5階以上の共同住宅

③児童福祉施設等

4月１日出から受け付ける①～③の確認申請書から対象となります。

問建築指導課？366-ﾜ368

た

だ
く

わ
け
で

す
が

、
予
算

の
詳

細

は
、
決

定
後

、
あ
ら

た
め

て
広

報

で
お
知

ら
せ

い
た
し

ま
す

。

１
月
半

ば
か

ら
は
各

部
課
と

の

予

算
ヒ

ア
リ
ン

グ
で

、
編
成
室

に

詰

め

っ
き
り

の
毎

日

が
続
き
ま

し

た

。
そ

ん
な
最
中

、
１
月
2
7
日

に

は

、
運
輸

政
策

審
議
会

か
ら
地

下

鉄

Ｈ
号
線

（
半

蔵
門
線

）
の
松

戸

延

伸
な

ど
を
盛
り

込

ん
だ
新

た
な

答

申

が
出

さ

れ
ま

し
た

。
こ

の
こ

と

は
、
２

月
５
日

の

広
報
ま

つ
ど

で

す
で
に

皆

さ
ん
へ

ご
報
告

を

い

た
し

ま
し

た

が
、
連
日

の
ヒ

ア
リ

ン

グ
の
中

、
大

変
う

れ
し

い
ニ
ュ

ー
ス
で
し

た

。
市

民

の
皆
さ

ん
と

一
丸

と

な
っ
て
取

り
組

ん
で

い
る

地
下

鉄
延
伸
運
動

の
成

果
と
存
じ
、

心

か
ら

感
謝
し

て
お
り

ま
す

。

予
算
編

成
中

は
、
皆

さ
ん

か
ら

お

招
き
を
受

け

た
催
し

な
ど

に
な

ご
利
用
く
だ
さ
い

外
国
人
の
た
め
の
相
談
窓
口

圖
市
民
相
談
室
？
3
6
6
・
7
3
1
9

「
日

常
生
活

の
悩

み
を

お
国

言
葉

で
ス

ム

ー

ズ
に

相

談

し

よ
う

」

と

、

市

内
在

住

の
外

国
人

の
た

め

の
相
談

窓

口
を

開
設
し

て

い
ま
す

。
皆

さ

ん

の
お
近

く
に

困

っ
て

い
る
人

が

い
ま

し

た
ら

、

ぜ
ひ
教
え

て

あ
げ
て

く
だ

さ

い
。

な
お

、
相

談
日

に
は
電

話
に

よ

る

相
談
も

で
き

ま
す

。

相

談
専
用

電
話

？
3
6
6
・
1
1
6
2

相
談
Ｂ

毎
月
第
一
∵

四

火
曜

日
（
祝

日

を
除

く
）
、
午

前

９

時
～

正

午

会
場

市
役

所

本
館
二

階

相
談
コ

ー
ナ

ー
　

相
談

内
容
日
常

生
活

に

お
け

る

諸
問
題
　

取

扱
一＝［
語

英
語

・
中
国
語

・

ポ
ル

ト

ガ

ル
語

・
ス

ペ
イ

ン
語

眥

附
無
料
　
　
　
　
　

・
Ｌ

ｙ゙

こ

か
な

か
伺
う

こ
と

が
で

き
ず

、
失

礼

を

い
た
し

て
お

り
ま
し

た

。

そ

ん
な
状

況
で
し

た

が
、
後

援

会

の
名

誉
会

長
と

？

堊

立
場
も

あ

っ
て

、
編
成

の
合

間
、
Ｊ

リ

ー

グ

・
柏

レ
イ

ソ
ル

の
新
年
祝

賀

・
激

励
会

に
出
席

し
た

と
こ

ろ
、

そ
の

席
上

、
市

立
松
戸

高
校

サ
ッ

カ

ー

部

の
ゴ

ー
ル
キ

ー
パ

ー
、
清

水
健

太

さ
ん

が
新
加
入

選
手

と
し
て

紹

介

さ
れ
、

大
変
感

激
し

ま
し

た
。

清

水
さ

ん
は

、
こ

の
春
、

高
校

を
卒

業
で

す

が
、
市
立
松

戸

高
校

か
ら

初
め

て
の
サ

ッ

カ
ー

・
Ｊ
リ

ー
グ
選
手

が
誕
生

し
た

こ
と

は
、

元
気

の
出

る
、
明

る

い
話

題
で

す
。

松

戸

の
子

ど
も

た
ち

に
さ

ら
に

大

き
な
夢

と
希

望
を
与
え

て

い
た

だ
く

た
め

に
も

、
今

後
ま
す

ま
す

ご
活

躍

さ
れ

る
こ

と
を

大

い
に
期

待
し

て

い
ま
す

。

Please feel free to ask our advice on your  life in Matsudo･

ａ∂ｌｅ Every 2nd and 4th Tuesday(In the case of ａ national holiday, we

have no service.)

We accept telephone inquiiy as well. S366-1162

Time 9:00a.m ～noon

Place Matsudo Cily Hall( “Soudan ｃｏｍｅｒ” ）

£anguage English,  Chinese, Portuguese and Spanish are available.

Chai･17e Free

Inquiry “Shimin soudan shitsu ”

地
下
鉄
の

延
伸
の
報
春

来

る

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き する た

め 、 市 長 専 用 の フ ァ ッ ク ス と 、市 長 直 通

の メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置 し て い ま す 。

市 政 に 関し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的

な ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、

連 絡 先 を お 書 き添 え く だ さ い) 。

F  A  X  366 ―2301

メ ー ル ア ド レ ス

mayor.matsudo  @  intership.ne.jp

(1月末現在の受信件数)ファックス624件､メール232件

このまちに人権文化を築

くために

現
代
社
会
で
は
、
生
命
科
学
の

発
達
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
私
た
ち
人
間
の
生
命

活
動
を
支
配
す
る
「
遺
伝
子
」
に

つ
い
て
も
、
遺
伝
子
を
構
成
す
る

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
配
列
を
解
明
し
よ
う
と

す
る
試
み
（
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
）
が
な
さ
れ
て
お
り
、
二

〇
〇
三
年
に
は
す
べ
て
の
解
読
が

終
わ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
遺
伝
子
の
研
究
が
進
む

に
つ
れ
て
、
治
療
方
法
の
研
究
が

追
い
つ
か
ず
、
診
断
は
で
き
て
も

治
療
方
法
が
な
い
と

い
弖

爭
態
が

生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

（

ン
チ
ン
ト
ン
病
と
呼
ば
れ
る

進
行

性
神
経
変
性
疾
患
も
そ
の
一

つ
で
す
。
三
十
歳
か
ら
五
十
歳
の

間
に
発
病
し
、
舞
踏
運
動
や
脳
萎

縮
を
き
た
し
て
死
に
至

る
病
気
で

す
が
、
一
九
九
三
年
に
第
四
染
色

体
上
に
原
因
遺
伝
子

が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

遺
伝
子
検
査
を
す
れ
ば
現
在
発
病

し
て
い
な
く
て
も
将
来
必
ず
発
病

す
る
こ
と
が
分
か
り
、
ア
メ
リ
カ

で
は
保
険
会
社
が
（

ン
チ
ン
ト
ン

病
で
亡
く
な
っ
た
人
の
子
に
対
し

て
遺
伝
子
検
査
を
受
け
な
い
と
健

康
保
険
の
加
入
を
拒
否
す
る
と
い

う
こ
と
も
起
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
宮
に
着
床
す
る
前
の

受
精
卵
の
診
断
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
の
性
別

が
判
断
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
遺
伝
性

の
病
気
の
原
因
と
な
る
遺
伝
子
も

直
接
診
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
国
内
で
も
平
成
1
0年
６
月

に
日
本
産
婦
人
科
学
会
が
条
件
付

き
で
認
め
る
決
定
を
し
て
い
ま
す

(国連の人権のロゴマーク)
N0.25

生 命 倫 理 と 人 権

問い合わせ

市 民 相談 室 人 権担 当　 ？366-7319

教 育 委員 会 企画 調 整 室人 権 担当

？366-7455

が
、
こ

れ
に

対
し

て
障

害
者
団

体

等
か
ら
「
障
害
者

差
別
だ
」
「
命

の

選
別
だ
≒

優
性
政
策
に

つ
な
が
る
」

な
ど

の
反
対

意
見

が
出

さ
れ
て

い

ま
す

。

受

精
卵

に
つ

い
て
は

、
不
妊

症

の
夫

婦

が
体

外
受

精
を
行

い
複

数

の
受

精
卵

を
凍
結

保
存
し

た
も

の

の

、
そ
の

後
離
婚

す

る
こ
と

に
な

り

、
凍
結

保
存
し

て
あ

る
受
精

卵

の
権

利
に

つ

い
て

裁
判

に
な

っ
た

ケ

ー
ス
も
ア
メ
リ
カ
で
あ
り
ま
す
。

は
た
し

て
受

精
卵

は
ヒ

小
な

の
か

モ
ノ

な

の
か
、
そ

れ
と

も
そ

の
中

間

的
な
も

の
な

の
で
し

ょ
う

か
。

ま

た
、

一
九

八
八
年

に

は
フ
ラ

ン

ス
で
脳
死

の
青

年
に

猛
毒

ガ
ス

の
吸

入
実

験
を
行

っ
た

こ
と

が
明

ら

か
に
な

り
ま
し

た

。
こ

の
事
件

は

「
人
間

モ
ル

モ
ッ
ト

」
と
し

て

報

じ
ら

れ
医
師

へ
の
非

難

が
集
中

し

ま
し
た

が
、
大

学
医

師
組

合
は

脳
死

は
死

で
あ
り

、
脳

死
体

へ

の

研

究
の
禁

止
は

教
会
権

力

が
数
世

紀

に
わ
た

っ
て
死

体

解
剖
を

禁
止

し

た
の
と

同
じ

だ
」
と

抗
議
し

、

実

験
を
行

っ
た
医

師

は

「
脳
死

か

ら

の
臓
器

提
供

と
脳
死

体
を

利
用

し

た
実
験

に

は
倫
理

的
に
差

は
な

い
。
現
行

の
動

物
実

験
後

の
健
康

人

に
対
す

る
臨

床
試

験
よ
り

も
脳

死

体
に

よ
る
実

験
の
方

が
よ

い
と

考
え

る
。
今

後
は
、

ド
ナ

ー
カ

ー・

ド
と
同
様

の

、
脳
死

で
の

実
験
を

認

め

る

『
科

学
的
遺
言

カ

ー
ド
』

の
普
及

に
努

め
た

い
」

と
語

っ
て

い
ま
す

。

科
学
技

術

の
進
歩

と
人

々
の
意

識
の
間

に
差

が
生
じ

、
生
命

倫
理

に
関
し

て
新

た
な
問

題

が
数
多
く

生
じ
て

い
ま

す
。
皆

さ

ん
は
こ

れ

ら
の
問

題
に

関
し
て

ど

の
よ
う

に

考
え
ら

れ
る

で
し

ょ
う
か

。

◇

申
告

を
す

る
人

平

成

１９一
年

１

月
１

日

現
在

、
市

内

に
住

ん

で

い
て
、
平

成
1
1
1
1

一
年

中

に
所

得

が
あ

っ
た
人

や
退
職
し

た
人

な
ど

※
所

得

が
な
く

、
ど
な

た
の

扶
養

に

も

な

っ
て

い
な

い
人

も
、
申

告

が

必

要

で

す

。
申

告

を

し

な

い
と

、

各

種
手

続
き

に
必
要

な
証
明

書
等

の
交
付

が
受
け

ら

れ
ま
せ

ん
。

◇

申

告
を
し
な

く
て
も
よ
い
人

①

給
与

所
得

の

み
で

、
勤

務
先

か

ら
給

与
支

払
報

告

書

が
市

役
所

に
提

出

さ
れ

、
住

民

税

が
天

引

き
さ

れ

る

人
（
勤

務

先
で

確
認

し
て

く

だ
さ

い
）

②
所

得
税

の
確
定

申
告

書
を

提
出
す

る
人

糸
給

与
所

得
以
外

の
所

得

が
二
十
万

円

以
下

の
人

は
、

確
定
申

告

の
必

要

は
あ

り
ま
せ

ん

が
、
市

・
県
民

税

の
申

告
は

必
要

で
す
。

◇

準

備
す

る
も
の

①

収

支

の
分

か

る
帳

簿

な

ど
②

源
泉

徴
収
票

・
給
与
明

細
書

・
支
払

調
書

な
ど

③
平

成
Ｕ

手
甲
に

支
払

っ

住
民
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

た
健
康
保
険

料
・
国
民
年
金

保
険

料
・
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
・

医
療
費
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
証
明

書
④
印
繿

⑤
配
偶
者
の
収
入
が
分
か

る
も
の

◇
受
付
期
間

３
月
1
5日

水
ま
で
の
午
前
８
時
3
0

分
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）

◇
受
付
癸
場

市
役
所
本
館
二
階
大
会
議
室
ま
た

は
各
支
所
（
た
だ
し
３
月
１
日
水
か

ら
常
盤
平
・
新
松
戸
・
小

金
原
支
所

は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
）

※
郵
送
に
よ
る
4
1告
も
受
け
付
け
ま

す
が
、
電
話
番
号
は
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
（
控
え
の
必
要
な
人

は
、
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
）
。

※
期
間
中
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
ぐ

だ
さ
い
。

圖
市
民
税
課
？
3
6
6
・
7
3
2
2
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クリン クルち ゃんは松戸市の 地

図を モチーフにし たフ クロウで す。

ご みのリサイク ルを シンボラ イ

ズし た矢印を胸に 抱き 、いつもご

み問題について考え ていま す。
ごみ減らしのシンボル

クリンクルちゃん

ごみ排出量と処理経費

15.2

ご
み
処
理
費
用
に
年
八
十
三
億
円

ご
み
に
し
な
い
で
リ
サ
イ
ク
ル

松
戸
市
の
ご
み
は
、
年
間
約
十
五
万
ト
ン
、
ご
み
処
理
費
用
と

し
て
約
八
十
三
億
円
か
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
２

年
度
か
ら
ご
み
減
ら
し
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
・
事
業
所
の
ご
協
力
で
ご
み
の
増
え

方
は
そ
れ
以

前
と
比
べ
る
と
こ
こ
数
年
は

Ｉ
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
に

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す

。

市
内
に
焼
却
灰
の
最
終
処
分
場
を
持
た
な
い
松
戸
市
で
は
今
後

も
ご
み
減
量
に
努
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
家
庭
で
も
ご
み

を

分
別
し

、
資
源

に
戻
し
、
再
生
品
を
利
用
す
る
な
ど
、
リ
サ
イ
ク

ル

活
動
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

固

環
境
部
計
画
課
ご
み
を
減
ら
す
係

？
3
6
6
・
7
3
3
2

で
き
る
こ
と
か
ら

ご
協
力
く
だ
さ
い

言

回

付

心
み

が
七

割

松
戸
市

の
ご
み
の
排
出
源
を
見
て

み
る
と
、
七
割
が
家
庭
系
、
三
割
が

事
業
系
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
間
一
世
帯
当
た
り
の
ご
み
排
出

量
は
平
均
六
百
ハ

キ
ロ
グ
ラ
ム
。
ご

み
処
理
経
費
は
四
万
六
千
八
百
八
十

九
円
で
す
。

地
球
環
境
を
守
る
初
め
の
一
歩
は

家
庭
か
ら
で
す
。
不
要
な
物
は
買
わ

な
い
、
リ
サ
イ

ク
ル
品
を
利
用
す
る
、

一
度
買
っ
た
ら
で
き
る
だ
け
長
ぐ
使

81.4　83.3

年間ごみ処理経費

(単位億円)

6年度7 年度8 年度9 年度10 年度

う
。
捨
て
る
物
は
分
別
し
て
、
資
源

に
な
る
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
へ
回
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
、
環
境

に
や
さ
し

い
消
費
生
活
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

ご
み

に

し

な

い
で

リ

サ

イ

ク
ル

新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
牛
乳

パ
ッ
ク
・
び
ん
・
缶
・
金
属
類
・
繊

維
製
品
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
処
分
す
る
場
合
は
、

再
資
源
化
し
や
す
く
す
る
た
め
、
家

庭
で
種
類
別
に
分
け
る
ご
協
力
を
お

クリンクル協力店一覧

願
い
し
ま
す
。

集

め

た
資

源

を

再
利

用

皆
さ
ん
か
ら
せ
っ
か
く
回
収
し
た

資
源
で
再
生
品
を
作
っ
て
も
、
使
う

人
が
い
な
け
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ま
せ
ん
。
エ
コ
マ
ー
ク
や
グ
リ
ー
ン

マ
ー
ク
の
つ
い
た
、
再
生
紙
の
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
ノ
ー
ト
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
再
生
し
た
衣
類
な
ど
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
を
積
極
的
に
使

い
ま

し
ょ
う
。

ク

リ

ン

ク
ル

協

力

店

を

募
集

し

て

い

ま

す

消
費
者
と
販
売
店
が
協
力
し
て
ご

み
減
ら
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
で
は
「
ご
み
の
減
量
化
」
と
「
リ

サ
イ
ク
ル
」
を
積
極
的
に
実
施
し
て

い
る
小
売
り
販
売
店
を
「
ク
リ
ン
ク

ル
協
力
店
」（
左
一
覧
）
と
認
定
し
て

い
ま
す
。

◆
簡
易
包
装
の
推
進

◆
牛
乳
パ
ッ
ク
・
び
ん
・
缶

・
発
泡

ト
レ
イ
の
回
収

◆
エ
コ
マ
ー
ク
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
、
Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
、
生
ご
み
処

理
機
な
ど
の
販
売

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㈱西友常盤平店 、㈱イト一ヨーカドー五香・

松戸店、㈱ダイエ ー五香店 、沖愛堂リサイク

ルショップ北松戸 ・稔台店､ ㈱ｲ伊勢丹松戸店 、

スーパーマツモトキヨシハケ畸・馬橋西口・

小金店、ペストプ ライス松飛台店 、ディフレ

ッシュマックスＭ新松戸 ・五香六実店 、ペス

トクック新松戸店 、佐藤薬局 、サバランハウ

ス、サミットストアー稔台店 、自然食普及会

・三健、いわつき商店 、㈱マルエツ矢切・栄

町・高塚・小金原・北松戸 ・新松戸・上本郷

店 、生活クラブ生協新松戸 デポー、㈲いし ば

し 、㈲スーパー秋田屋、ハローマート北松戸

・新松戸 ・稔台 ・馬橋 ・上本郷・五香店 、シ

マノマート 、グリーンプ ラザ・ナカヤマ、や

おや旬、アニュー新松戸・六実・矢切店 、八

－フプ ライス大金平･ 北小金店・馬橋リビン

グ館 、自然食品いわさ わ、㈲サフラン 、㈱い

なげや松戸新田店 、金子生花店 、島忠ホーム

センター松戸店（順不同）

※簡易包装､ＥＭボカシ販売､ 回収品目など内

容は店鋪によって異なります。

み
ん
な
の
力
で
ご
み
を
資
源
に

古

紙
の

リ

サ

イ

ク
ル

新
聞
・
雑
　
　
　
　
　

゛
々

誌
・
段
ボ
ー

⑤

ル
を
種
類
別
　
　

戸
　
　

丶

に
分
け
ま
し

よ
つ

諧

金
具
や
ビ
　
　
　
　
　

’

ニ
ー
ル
類
は
取
り
除
き
、
紙
で
も
感

熱
紙
や
ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
紙
、
ラ
ミ
ネ

ー
ト
加
工
紙
は
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ

い
。古

紙
一
ト
ン
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

と
、
直
径
十
四
セ
ン
チ
高
さ
ハ

メ
ー

ト
ル
の
立
木
二
十
本
が
守
れ
ま
す
。

家
庭
の
新
聞
約
九
ヵ
月
分
か
立
木
一

本
分
に
当
た
り
ま
す
。

中

身
は

必

ず
空

に
し

て
、

軽
く

す
す

い

で

か
ら
出
し

て
く

だ
さ

い
。

缶

は
リ
サ
イ

ク

ル
さ
れ

た

原
料
を
使
用
す
る
と
ア
ル
ミ
缶
は
九

七
％
、
ス
チ

ー
ル
缶
は
六
五
％
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
節
約
さ
れ
ま
す
。

例
え

ば
ア
ル
ミ
缶
一
個
を
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
と
、
四
十
ワ
ッ
ト
の
電
球

が
約
半
日
間

つ
け
ら
れ
る
電
力
を
節

約
で
き
ま
す
。

空

き

び
ん

の

リ

サ

イ

ク
ル

ビ
ー
ル
び
ん
な
ど
、
洗
浄
し
て
何

回
で
も
使
用
で
き
る
び
ん
の
製
品
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
び
ん
は
、
色
別

に
分
け
て
砕
く
と
、
主
に
ガ
ラ
ス
原

料
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
陶
磁
器

・
石
・
金
属
な
ど
と
混
ざ
る
と
原
料

と
し
て
使
え
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ッ
プ
は

外
し
、
中
を
洗
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

蛍
光
灯

・
鏡
・
耐
熱
ガ
ラ
ス
・
乳
白

色
化
粧
び
ん
は
、
性
質
が
異
な
る
の

で
混

ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

Ｉ

幽

紙
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル

紙
パ
ッ
ク

は
、
洗
っ
て

切
り
開
き
乾

燥
さ
せ
て
、

他
の
紙
と
は

別
に
束
ね
て

ク
リ

ン

ク
ル
協
力

店

の
店
頭

回
収

な

ど

に
出
し

て
く

だ
さ

い
。
中

が
銀
色

の

も
の

は
混

ぜ
な

い
で
く
だ

さ

い
。

牛

乳
パ

ッ
ク
三
十

枚
を

リ
サ

イ

ク
ル

す

る
と
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー・
パ
ー
を
五

個

つ
く

る
こ
と

が
で

き
ま
す

。

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

の

リ

サ

イ

ク

ル

テ
ル
繊
維
と
し
て
洋
服
や
、
じ
ゅ
う

た
ん
な
ど
の
原
料
に
な
り
ま
す
。

古

着

の
リ

サ

イ

ク
ル

古
着
は
そ
の
ま
ま
輸
出
さ
れ
再
使

用
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ボ
タ

ン
は
取
ら
ず
洗
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

集
積
所
が
屋
外
の
場
合
は
、
濡
ら
さ

な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

肌
着
も
油
ふ
き
の
ウ
エ
ス
（
布
）
な

ど
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

リ

サ

イ

ク
ル

中
身
を
使
っ
た
後
の
容
器
や
包
装

を
も
う
一
度
資
源
と
し
て
生
か
す
に

は
、「
洗
っ
て
、
乾
か
し
て
、
区
分
け

し
て
」
な
ど
手
間
と
、
費
用

が
掛
か

り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
は
な
か

な
か
簡
単
に
は
回
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
、
次
の
世
代
へ
ご
み
で
は
な
く

資
源
を
引
き
継
ぐ
よ
う
、
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

｢生ごみ処理容器・機器｣ などの購入には、

補助金制度をご利用ください。

毎
日
必

ず
出

る
生

ご
み
を
植
木

・
花

・
野
菜
の

た
い
肥

と
し
て
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

松

戸
市
で
は
生

ご
み
を
処
理
す
る
容
器

・
機
器

類
を
購
入
し

設
置
し
た
人
に
対
し

、
購
入
費
の

一

部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

〔
対
象
者
〕

①

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
っ
て

、
実

際
に

居
住
し

て
い

る
世

帯
主
の
人

②

た
い
肥
化
及
び
減
量
化

さ
れ
た
生
ご
み

を
自
己

の

責
任
に
お
い
て
処
理
で

き
る
人

〔
補
助
金
額
〕

①
コ

ン
ポ
ス
ト
容
器
・：
購
入
価
格
の
二
分
の
一
相

当
額
（
百
円
未

満
切
り
捨
て
）
。
六
千
円
か
限
度
で

一
年
度
中
に
二

基
ま
で

補
助
対
象

②
Ｅ
Ｍ

菌
を
使
用
の
容
器
…
購
入
価
格
の
二
分
の

一
相
当
額
（
百
円
未

満
切
り
捨
て
）
。
六
千
円
が
限

度
で

一
年
度
中
に
四

基
ま
で

補
助
対
象

③

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
（
認
定
機
種
に
限
る

ブ
・

購
入
価
格
の

三
分
の

一
相
当
額

（
百
円
未

満
切
り

捨
て
）
。
二
万
円
か
限
度
で
一
年
度
中
に
一
基
ま
で

補
助
対
象

〔
申

請
方
法
〕

①

販
売
店
で
容
器
等
を
購
入
し
、
世
帯
主
の

名
前

で
本
体
購
入
価
格
の
み
の

金
額
（
税
込
み

）
の

領

収
書
を
も
ら
い

ま
す
（
機
種
名
も
明

記
さ
れ
た
も

の
、
レ

シ
ー
ト

は
不
可

）
。

②

領
収
書
、
認
め
印
、
世
帯
主
名
義
の

普
通
預
金

口
座
番
号
が
分
か
る
物
を
も
っ
て
市

役
所
の

環
境

部
計
画
課
ま
た
は
お
近
く
の

支
所
で

申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
世
帯
主
以
外
の
口

座
に

振
り

込
み
を
希
望
す
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必

要
で

す
。

②
申
請
は
容
器
等
を
購
入
し
た
日
か
ら
一
年
以

内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

。

圜

環
境
部

計
画

課
ご
み
を

減
ら

す
係

？
3
6
6
・
フ

３

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
を
使
っ
て
い
ま
す

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら

田
島
美
佐
子
さ
ん
（
常
盤

平

双
葉
町

）

電気式生ごみ処理機を使うきっかけば

「ガーデニングを始めよう」でしか。わが家

では4人家族で毎日約500 グラムの生ごみが

出ます。以前よりも燃やせるごみの袋がゆ

ったりしました。処理機はにおいや音も気

にならず、3ヵ月に1度たい肥ができます。

それを使って、唐辛子とシソを育てました。

空
き
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル

資源にするか。ごみにするか。

紙、一重



生
き
も
の
調
査
員
・
小
森
健
司

さ
ん
（
千

葉
大
学
園
芸
学
部
で
）

広報ま つ ど2000 年(平成12年)2月25日

ば
キ
ジ

バ
ト
を
街

な
か

で
見

か

け
る
よ
う

に

な
り
ま
し

た

。

こ

れ
ま

で
に
集

め
た

資
料

を

パ
ソ
コ

ン
を
使

っ
て

ま
と

め

て
み
た

い
と

思

い
ま

す
。

最

初
は
生

き
も

の
を

識
別
す

る
の
に
苦

労
し

ま
し

た
が
、

今

で
は
容

易
に

識
別

で
き

る

よ
う

に

な
昨
才楽
し

く

な

っ
て

き

ま
し

た
の
で

、
こ

れ
か
ら

も

生
き

も
の
調

査
を

続
け
た

い
と
思

っ
て

い
ま
す

。

会
社
を
退
職
し
、
忘
れ
て
い
た
季
節
感
を
取
り
戻
し
た
い
と

思

い
応
募
し
ま
し
た
。
木
立
の
中
を
鳥
や
チ
ョ
ウ
の
気
分
で
歩

く
こ
と
は
と
て
も
健
康
的
で
す
。
同
じ
コ
ー
ス
を
歩
く
う
ち
に

地
域
の
人
と
も
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
私
か
生
き
も

の
調
査
員
と
分
か
る
と
「
夜
、
タ
ヌ
キ
ら
し

い
目
の
光
っ
た
動

物
を
見
か
け
た
よ
≒

フ
ク
ロ
ウ
を
見
か
け
ま
し
た
よ
」
と
い
う

珍
し
い
情
報
も
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
3
5年
に
松
戸
に
越
し
て
き
た
こ
ろ
は
、
坂
川
で
フ
ナ
を

釣
っ
た
り
、
夏

に
雑
木
林
で
ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
を
捕
ま
え
た
り
し

ま
し
た
が
、
今
で
は
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
か
わ
り
に
ほ

か
の
生
き
も
の
が
人
間
の
生
活
圏
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え

始まっています。環境に配慮したまちづくり

多 自 然 型 川 づ く り を 目 指 し て

ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ

エ
コ

ロ

ク
リ

ー
ト

皆
さ
ん
も
調
査
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

国分川で翼を休める野鳥たち

ヒドリガモ

市では、国分川の河川改修に際し 、治水対策のみでな＜、生物の生息環境にも配慮した

多自然型の川づくりを進めています。

川岸は、土の状態を多＜して動植物の活動の場を確保することに努めています。コンク

リートを使わなければならない場所では 、多孔質なエコロクリート（強度を保ちながら 、

生物に必要な水や土などがすき間に入り込める）を使用しています。

今後も自然環境の復元が可能となるように河川改修に取り組んでいきます。

圖河川課河川係？366ﾜ359

市では、平成11年度から地域で観ることができる「生きも

の」の種類を毎年定期的に観察することで、地域環境のレベ

ルの変化を把握する試みを始めました。

市の環境計画の進ちょく状況を「生きもの」の生息状況で

考え、計画の見直し情報として活用していきます。

日常生活の中で、区域内に見られる生きものをチェックし

ていただく平成12年度の「生きもの調査員」を募集します。

固環境部計画課企画調整係？366 ―7331

平成12 年度｢ 生きもの調査員｣ を募集します

生きもの調査員とは、市内の環境を総合的に評価するため、市内を６５の

区域に分け、区域ごとに調査員を置き区域内で見られる生きものを観察・

記録して報告していただくものです。

継続した生きもの調査を行うために、12 年度もボランティアで調査に

協力できる人を募集します。

調査期間…４月～平成13 年３月

調査区域…なるべく調査員の自宅周辺の区域

活動内容…①区域内の生きもの調査②調査の取りまとめと報告

調査項目…燃や昆虫等

対象…中学生以上の市内在住者

※事前説明会を後日行います。

圃３月１０日廊までに、電話または直接環境部計画課企画調整係

（？366- フ３３１、市役所新館６階）へ

平 成11 年 度 生 き も の調 査 報 告 会 を 開 催 し ま す

生きもの調査に興味のある人は、ぜひご参加ください。

日時…３月１１日出 午後1 時～３時

会場…女|生センターゆうまつど４階ホール

内容…①「生きもの調査」の概要②講演（自然解説員・前園泰

徳氏）③生きもの調査員の発表、自由発言④調査結果の報告等

費用…無料

圃電話または直接環境部計画課企画調整係？366- フ３３１へ

生きもの調査事業は県の「平成11 年度優良施策実施市町村表彰」

を受賞しました。市民ボランティアによる調査であり、環境状況を

知る手法等が評価されました。

こ ど も エ コ ク ラ ブ を つ く り ま せ ん か

環境庁では、平成7年度から「こどもエコクラブ事業」を実施しています。

次世代を担う子どもたちが、地域の中で仲間と一緒に地域環境、地球環境に

関する学習や具体的な取り組み・活動が展開できるよう支援するものです。

市でもこの事業を応援し 、進めています。

小・中学生の数人から20 人程度の仲間を集めてクラブを作り、活動を応

援するサポーター（大人1人以上）がいればいつでも申請できます。

登録すると 、会員手帳・会員バッジ・こどもエコクラブニュース等をお送

りします。費用は無料です。

國環境部計画課企画調整係s366 ―ﾜ331

個

人
市

政

見

学

会

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
個
人
を
対

象
に
市
政
見
学

会
を
実
施
し
ま
す
。

３
月
７
日
天
午
前
９
時
市
役
所
正

面
玄
関
集
合
　
コ

ー
ス
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
～
博
物
館
～
和
名
ケ
谷
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
昼
食
と
見
学
）
～

消
防
局
～
市
役
所
（
解
散
）
　
定
員

先
着
二
十
二
人
（
三
人
以
下
の
場
合

は
中
止
）
　
持
ち
物
昼
食
（
食
堂
等

は
あ
り
ま
せ
ん
）
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
広
報
課
？
3
6
6
・
7
3
2
0

へ

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

３

月

２

日

水

午

後

４

時

か

ら
　

会

場

京

葉

ガ

ス

Ｆ

松

戸

ビ

ル

五

階
会

議

室※

傍

聴

で

き

ま

す

。

議

案

は

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

回

教

咨
萎

員

会

総

務

課

？
3
6
6シ

４

戸り
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

顳

Ｑ

り

戸
り

平

成
1
2
年

度
の

雑

草

刈

り
取

り

指

定

業

者

を
募

集

指
定
を
希
望
す
る
業
者
は
３
月
８

日

水
ま
で
に
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

圜
保
全
課
環
境
衛
生
係
？
3
6
6
・
７
３

平

成
1
2
年
度

は
固

定

資

産

税

の

評

価

替

え

、

縦
覧

は

４

月

３

日

か
ら
で

す

期
間
４
月
３
日
⑧
～
2
4日
側

子

・
日
曜
日
を
除
ぐ
）
　
会
場
固
定
資

産
税
課
（
市
役
所
新
館
二
階
）

圖
固
定
資
産
税
課
管
理
係
？
3
6
6
・
７

母

子

・

父

子

家

庭

等

児

童

に

入

学

・

就

職

祝

金

を

支

給

し

ま

す

こ

の
４

月
に

、
小

・
中
学

校
と

高

等

学
校

（
各
種

学
校
等

含

む
）
に
入

学

す

る
児

童
な

ら

び
に
中
学

校
を

卒

業
し

て

就
職
す

る
児
童

の

い
る
母
子

・
父

子

家
庭
に

お
祝

い
金

を
差
し

上

げ
ま
す

。

対

象

３
月
１

日
現

在
、
市
内

に
住

所

が
あ

り
、
引

き
続

き
居

住
見
込

み

の
母
子

・
父

子

家
庭
　

支
給

額

児
童

一
人

に
つ
き
入

学

＝
八
千
円

、
就

職

＝
七
千

円

必
要

書

類
等

①

咼
等

学

校
入

学
は
入

学
許
可

証
等

の
写
し

②

就
職

は
採
用

（
内
定

）

通
知
書

の
写

し

③
３
月
１

日
以

降
の
住

民
票

（
家

族
全

員

の
載

っ
た

も
の

で
続
柄

の
分

か

る
も

の
、
た
だ

し
母
子

家

庭
に

つ

い
て
は
、
母

子
福

祉
推

進
員
を

経
由

し

て
申
請

す

る
場

合

は
不

要
）
④

印

鑑

⑤

扶
養

者
名

義
の
通

帳
（
郵

便
局

は

除
ぐ
）

圃

３
月
１

日

水
～

８
日

水
の

間
に

、

母

子
家

庭
は
福

祉
事

務
所
（
？
3
6
6
・

7
3
4
9

）

ま
た
は
母

子
福

祉
推

進

員

へ
、
父
子

家
庭

は
援
護

課
（
？
3
6
6・

7
3
4
7

）

の
窓
口

へ

建

築
物

防

災

週
間

中

、
防

災

査

察
を

行

い
ま

す

３
月
１
日
水
～
７
日
天
は
建
築
物

防
災
週
間
で
す
。
期
間
中
、
市
で
は

病
院

こ
ア
パ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
・
学
校

等
の
特
殊
建
築
物
を
対
象
に
、
防
災

査
察
や
建
築
物
の
窓
ガ
ラ
ス
・
外
壁

等
の
落
下
物
調
査
を
行

い
ま
す
。

安
全
な
街
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圖
建
築
指
導
課
指
導
係
？
3
6
6
7
3

「

特

別

児

童

扶

養

手

当

」

の

申

請

を
受

け

付

け
て

い
ま

す

障
害
を
持
つ
児
童
（
二
十
歳
未
満
）

を
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
父
母
ま

た
は
養
育
者
に
対
し
て
支
給
し
ま
す
。

対

象

①
身
体

障
害
者
手

帳
一
級

上

二
級
を
持
っ
て
い
る
人
②

心
臓
等

の
内
部
障
害
（
診
断
書
）
の
あ
る
人

③
知
的
障
害
者
手
帳
Ｂ
の
Ｉ
以
上
を

持

っ
て
い
る
人

①
精
神
障
害
（
診
断

書
）
の
あ
る
人

奈
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圖
し
あ
わ
せ
課
給
付
係
？
3
6
6
・
７
３

松戸の環境を知ろう

生きもの調査を実施中
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※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

［
］
た

の
し

い
中

国

語
会

話

体

験

学

習

会

３
月
１
日

・
８
日
の
水
曜
日
、
午

後
ワ
時
～
８
時
3
0分
　
会
場
市
民
劇

場
　
内
容
自
分
の
名
前
を
中
国
語
で

覚
え
自
己
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う

対
象
十
五
歳
上

二
十
五
歳
ま
で
の
人

費
用
無
料

圃
直
接
会
場
で

問

ヤ
ン
チ
ャ
イ
ク
ラ
ブ
・
梅
沢
？
3
4
5

・
0
2
5
2

【
】
初

心

者

き

も

の

着

付

け

と

生

活

マ

ナ

ー

講

座

①
ユ
月
1
2日

～
６

月
2
5
日
の

毎
週

日

曜
日

午

前
ｍ

時
～

正

午

②
ぎ

月
巧

日

～
６

月
2
8日

の

毎
週

水
曜
日

午

後

２

時
～
４

時

〔
吝

全
十
六

回

〕
　

会

場
小
金

原
市

民
セ
ン

タ

ー
　

内

容

初

心

者
に同
き

き
も
の

着
付

け
と
日

常
必

要

な
礼

儀
作

法
　

費
用

各

一
万

二
千

八

百
円

圃

電
話

で
松
戸
生

活
文
化

協
会

・
安

達

？
ｍ

・
6
8
9
8

へ

［
］
女

性

プ

囗

に

よ

る

ワ

ル

ツ

講

習

会３

月
３

日
～
2
4
日

の

毎
週

金
曜
日

〔
全
四

回
〕
　
初
心
者

＝
午

後
５

時
～

［ｙ

時
　

初
級

者
＝

午

後
ワ

時
～
９

時

会
場
柿

ノ
木

台
公

園
体

育
館
　

内

容

社
交

ダ
ン

ス
の
講

習
会
　

費

用
吝

三

千

円
圖

ダ
ン

ス
サ

ー
ク
ル

い
ち

ご

・
長
峰

？
3
6
5・
8
4
9
0

（
夜

間
の

み
）

【
】
社

交
ダ

ン

ス

初

心

者
講

習

会

３
月
１
日
～
８
月
3
0日
の
毎
週
水

曜
日
〔
全
二
十
七
回
〕
午
後
３
時
～

５
時
　
会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ

か
　
定
員
先
着
十
人
　
費
用
一
回
六

百
五
十
円

圃
電
話
で
社
交
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
と

き
わ
会

・
綿
貫
？
3
8
7
・
6
7
6
8

へ

［
］
講
演

会

「
あ

な
た

の
ま

ま
で

母

を
生

き

る
」

３

月
５
日
日
午
前
ｍ

時
～
正
午

会
場
青
少
年
会
館
　
内
容
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
・
浜
文
子
氏
が
、
自
ら
の
子
育

て
体
験
や
数
多
く
の
取
材
経
験
を
も

と
に
子
育
て
に
つ
い
て
語
る
　
定
員

当
日
先
着
九
十
人
　

費
用
無
料

※
子
育
て
中
の
父
母
歓
迎

固

新
松
戸
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
・

竹
岡
？
川
・
9
6
3
8

「
」
胡
弓

見
学

・
体

験

講

座

３

月
４
日
倒
午
後
３
時
～
５
時
・

３
月
1
8日
出
午
後
２
時
～
４

時
　
会

場
青
少
年
会
館
　
内
容
中
国
の
楽
器

胡
弓
の
見
学
・
体
験
　
費
用
無
料

圃
直
接
会
場
で

圖
松
戸
胡
弓
の
会
・
宮
崎
？
ツ
4

8
6
3

「
」
実

用

語
学

講

座

４

月
1
8日
～
ワ
月
1
8日
の
毎
週
火

・
金
曜
日
〔
全
二
十
五
回
〕
　
会
場

文
教
大
学
学
園
（
埼
玉
県
越
谷
市
）

内
容
英
語
・
中
国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語

の
会
話
　
費
用
二
万
五
千
円

固

文
教
大
学
学
園
職
業
ラ
イ
セ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
越
谷
？
０
４
８
９

・
頴
・

８
８
１‐
１
内
線
3
0
1

【
】
野
鳥
観
察
会
（
大
町
自
然
観

察
園
）

３

月
５

日
日

午
前
８

時
3
0
分

松
戸

駅

東
ロ

デ
ッ
キ

上
集

合

、
午
前
１１

時

3
0分

現
地

解

散

〔
雨
天
中
止

〕
　

会

場
市

川
市

大
町

自
然

観
察

園
　

持
ち

物
筆

記

具

・
観

察
用
　
　

’冫

具
な
ど
　
費
用
無
料

（
交
通
費
実
費
）

固
助
ず
っ
と
街
ど
水
辺
の
緑
化
基
金

？
罷
・
9
8
4
6

３

［

］
子

ど

も

ス

テ

Ｌ

ン

「

あ

ら

し

の

よ

る

に

」

３

月
‥囗
日
出

午

後
３

時
～

４

時
3
0

分
　

会

場
市

民
会
館
　

内

容
演

劇
集

団

「
円
」

に
よ

る
木

村
裕

一
原

作
の

絵

本
「

ヤ
ギ
と

オ
オ

カ
ミ

」
の

子
ど

も
に同
き

の
舞

台
劇
　

費
用

三
千

三

百

円

（
四

歳
以
上

）

問

松
戸
予

七

劇
場

・
菊
地

？
叩

【
】
オ

ー
プ

ン

ス

ク

ー
ル

ー旧
小

金

①
「

は
じ
め
て

の

コ
ン

ピ
ュ

ー

タ

ー

ワ

ー
ド
」

３

月
2
5
日

倒

・
2
6日
日

午
前
９

時

～
正

午

〔
全

二
回
〕
　

会
場
小

金
高

校
　

内

容
初
心

者
向

き
の

パ
ソ
コ

ン

講

座
　

対
象
中

学
生

以
上

で
コ
ン

ピ

ュ

ー
タ

は
初

め
て
の

人
　

定
員

先
着

三
十

人
　

費
用

千
円

（
別

途
テ

キ

ス

ト
代

九

百
円
）

②
「
イ
ン

タ

ー
ネ

ッ

ト
に
触

れ
て

み

よ
う

」

３

月
2
5
日

倒

・
2
6日
臼

午
号

‐一
時

～
４

時
　

会

場
小
金

高

校
　

内

容

初

心

者
に同
き
の
イ

ン

タ
ー
ネ

ッ
ト

講
座

対

象
マ

ウ

ス
操
作

が
多
少

で
き

る
人

定

員
各
先

着

二
十
人
　

費
用

五
百
円

圃

往
復
ハ

ガ
半
に
住
所

・
氏
名

・
電

話
番

号

・
希
望
講
座

名
を
記
入
し
て

、

〒
2
7
0
－
0
0
3
2

松

戸
市

新
松

戸
北

二

の

一
四
の

Ｉ
　
小

金

高
校
オ

ー
プ

ン

ス
ク

ー
ル
実

行

委
員
会
へ

問

山

田

？
０
４
７
１

・
佃

・
3
9
9

3

（
夜

間
の
み

）

［
］
プ
ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム

新
番

組

～

「
オ

ー
ロ
ラ
　

極

光

の

魅

力
」

３
月
４
日
～
３

月
2
6日
の
土
・
日

曜
日

、
祝
日
　
開
始
時
刻
午
前
1
0時

（
第

一
　・

三

土

曜

日

を

除

く

）
、

午

後
１

時
3
0分

、
３

時
3
0
分

会
場
市

民

会
館
プ

ラ

ネ
タ
リ

ウ

ム
室
　

内

容
オ
ー
ロ
ラ
の
発
光
の
仕
組
み
や
観

望
の
魅
力
な
ど
を
紹
介
　
費
用
子
ど

も
三
十
円
・
大
人
五
十
一
円
（
投
影

開
始
三
十
分
前
か
ら
券
を
発
売
）

固

市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
？

83
6
.
1
2
3ワ

【
】
関

宿
城

博

物

館
の

催

し

物

①
合
同
企
画
展
「
常
総
を
旅
す
る
人

び
と
」

３
月
2
6日
脚
ま
で
　
内
容
常
総
地

方
の
歴
史
・
風
土
に
触
れ
た
松
尾
芭

⑦
ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー
「
チ
ャ
ッ
プ
リ

ン
作
品
集
５
」

３
月
2
5日
出
午
後
１
時
3
0分

・
２

時
4
0分
の
二
回
上
映

費
用
無
料

会
場
い
ず
れ
も
関
宿
城
博
物
館

圖

忌

立
関
宿
城
博
物
館
？
０
４
ワ
ー

・
9
6・
1
4
0
0

［
］
市

立
博

物

館

「

春
休

み

一
日
学

芸

員

」

３
月
2
6日
臼
午
後
１
時
～
４
時

会
場
市
立
博
物
館
　
内
容
学
芸
員

の
仕
事
を
実
際
に
体

験
し
な
が
ら
、
博
物

館
の
役
割
に
つ
い
て

学
ぶ
　
対
象
小
学
四
～
六
年
生

定
員
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

［
］
手

芸

講

座

講座名/内容 日　時 会　場 費　用

初心者向き手編み講座

変わり素材による襟付

き前開きベストの制作

①3/9(:木)・16(*)

②3/10廊・17廊

〔吝全2回〕

午前10時～正午

①小金原市民センター

②常盤平市民センター

吝6,500円

(材料費を含む)

初心者パッチワークギ

ルド講座

ダウンバッグとポーチ

の制作

①3/9㈲・16休)

②3/10c ・17窗

〔吝全2回〕

午前10時～正午

①小金原市民センター

②常盤平市民センター

吝5,600円

(材料費を含む)

圃
３
月
1
7日
廊
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ

ガ
牛
に
住
所

・
氏
名
・
学

年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒

2
7
0

－
2
2
5
2

松
戸
市
千
駄
堀
六

七
一
　
市
立
博
物
館
「
春
休
み
一

日
学
芸
員
」
係

（
？
3
8
4
・
8
2
7

2
）
へ

「

」
ふ

れ

あ

い

祭

り

３

月
３
日

廊

午
前
1
0
時
～

午
後
３

時
　

会
場

さ
わ
や

か
ち

ば
県

民

プ
ラ

ザ
（
柏
市

）
　
内

容
知
的

障

害
者
の

演

劇
発

表
会
　

定

員
当
日

先
着

四
百

三

十

七
人
　

費
用

無
料

圖

豊

四
季
光
風

園
？
０
４

７
１

・
4
3

・
7
6
0
3

［
］
松

戸
社

交

ダ

ン

ス
フ

ェ
ス

テ

ィ

バ
ル

春

の

祭

典

３

月
2
6日
日
午
後
４

時
～
８
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
ラ
テ
ン

Ａ
級
保
持
者
永
井

・
青
木
組
の
プ
ロ

模
範
演
技
あ
リ
　
費
用
千

五
百
円

圈
松
戸
社
交
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
友
の
会
・
大
井
？
3
6
2
・
8
0
4
0

［
］
上

本

郷
第

二
学

童

バ

ザ

ー

３

月
５
日
剛
午
前
1
0時
～
午
後
２

時
　
会
場
花
の
台
公
園
（
上
本
郷
郵

便
局
そ
ば
）
　
内
容
模
擬
店
・
ゲ
ー

ム
コ

ー
ナ

ー
・
手
作
り
品
ほ
か

圖
上
本
郷
第
二
学
童
保
育
所
・
守
屋

？
6
8・
8
1
6
2

３

削寺ち物はお問い合わせください。

松戸地域職業訓練センター（テクy2i) 講座

匣
電
話
で
松
戸
生
活
文
化
協
会
・
安

達
？
3
4
3
・
6
8
9
8
へ

講 座 名 日　　 時 定員／費用

ワ
jy

口

づ

コ
ン
證

パソコン・ワープロ
入門講座

①3/ 1似）・2 休）　　　　　　 午前

②3/16㈲･17 窗　　　　　　　 午後 吝9人

6,000 円
windows95 入門講座

①3/ 6(月)・7(火)　　　　　　 午前

②3/21 (:火)･22(水)　　　　　　 午後

ワープロソフト
Word 入門講座

①3/11圉･18ft　　　　　　 土曜

②3/27i㈲･28 ㈲･30 ㈲･31 銜　 午後
吝9人

12,000円

(10,000 円)
表計算ソフト

エク セル入門講座
3/21  m ・22㈲･23W･24m　 午前

※午前=午前9時30分～午後〇時30分、午後=午後1時30 分～4時30 分

土曜=午前9時30分～午後4時30分、

マッキントッシュパソコン講座

初心者入門講座

3/ 6(月卜7( 火)・13 ㈲・14 ㈹

午後1日韶O 分～4時

5人

15, 000円

高齢者向けパソコン講座

ゆっくり楽しくパソコン講座

(対象65歳以上の人)

3/3C ㈲・31（金） 午前9時30分～正午
5人

ﾜ,000円

女性向けパソコン講座
Word 実践講座

(対象windows の操作ができる人)

3/ 2 ㈲・3銜・9 ㈲・10 銜

午後10130 分～4時30 分

10人

12,000円

※費用のうち（　）内は当会員事業所・当団体会員メンバーの場合です。
※受け付け開始時間に定員を超えた場合は抽選となります。
圃2 月25日廊午前9時から直接､松戸地域職業訓練センター（小金原1の19の3？349-
3200 ）窓口へ

［
］
労

災

職

業

病
な

ん
で

も
相

談

２
月
2
6日
出
午
後
１
時
～
４
時

会
場
千
葉
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
（
千
葉
市
）
　
対
応
者
弁
護

士
・
社
会
保
険
労
務
士

・
ソ
ー
シ
ヤ
ル
ワ
ー
カ

言

－

ほ
か
　
費
用
無
料

固
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
？
0
4
3言

市社会教育課 ？366-7462松戸駅市民ギャラリー

期間 3/2 休)まで y3 ㈲～16㈲ 3/螟賠べBO休）

東

手描友禅「野の花」第

1［口］作品展
圖中島？342-1331

第6回日本画サークル

ふきのとう展
問松井？385-8266

日用雑陶器展

問三浦？343- ∠Lﾜ12

西

パステル会油絵教室作
品展
圓小山？388－ﾜ6引

寿墨会作品展

圖吉山？363-5354

国美術同人展

問宮澤？36∠1-0294

「

」
女

子

サ

ッ

カ

ー

教

室

３

月
５
日

～
2
6日

の

毎
週
日

曜
日

〔
全
四

回
〕
午

後
１

時
～
３

時
　

会
場

運
動
公

園
陸

上
競

技
場
ほ

か
　

対
象

女
性

（
年
齢

制

限
な
し

、
初
心

者
歓

迎
）

定

員
先

着

二
十

人

費
用

無
料

圃

直
接

ま
た
は

電
話
で

、
ス
ポ
ー
ツ

課

？
3
6
3・
9
2
4
1

（
土

・
日

曜
日

、

祝
日

を
除

く
）
へ

【

】
ミ

ニ

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

教

室
３

月
５

日

～
2
6日

の

毎
週
日

曜
日

〔
全
四
回

〕
午
前
９

時
～
１１

時
　

会
場

常
盤

平
第

一
小
学

校
体
育

館
　

内
容

「

」
大

学

通

信

教

育

合

同

入

学

説

明

会３

月
４
日

出
正

午
～

午

後
５

時

会
場

新
宿

エ
ル

タ
ワ

ー
十

三
階
　

参

加

校
二
十

一
校
　

費

用
無
料

※
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

圜

助

私
立
大
学

通
信
教

育
鉋

＝
？
0
3

・
３
８
１

８

・
3
8
7
0

「
」
県
立
現
代
産
業
科
学
館
の
催

し
物

日　時 内　容 対象/定員 費　用

①3/5⑧・②19 ⑧

吝午後1時30 分～2

時30分

サンデーエ作教室

①カレイドスコープを作る

②紙飛行機を飛ばそう

小学生20人

(各当日先着)

保険料・材

料費実費

3/11 CD午前10時30

分～11時15 分

科学館たんけん隊

(館内オリエンテーリング)

小学生20人

(当日先着)
無料

3/12(1日)午後1時～2

時

サイエンスシネマ「衝突！

彗星と小惑星」

巧○人

(当日先着)
無料

3/256二)～29 ㈲午後

1時～3時

牛ッドシネマ（科学に関し

か映画を上映）

150人

(当日先着)
無料

問

息

彑
現
代
産
業
科
学
館
？
竄
・
2

0
0
5

会場 県立現代産業科学館（市川市）

基
本
練
習
・
ゲ
ー
ム
　
対
象
小
学
三

～
五
年
生
の
男
子
　
定
員
先
着
二
十

人
　
費
用
四
百
円
（
保
険
料
）

圃
３
月
２
日
困
ま
で
に
、
電
話
で
松

戸
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
・
田
垣
？
3
8
5
・
4
0
9
2

へ［
］
野
球

ル

ー
ル

審
判

技

術

講

習

会
３
月
1
9日
日
午
前
９
時
～
午
後
４

時
　
会
場
運
動
公
園
野
球
場
・
会
議

室
　
費
用
三
千
円
（
認
定
証
・
規
則

書
・
昼
食
代
）

※
受
講
終
了
者
に
は
認
定
証
を
交
付

圃

直
接
会
場
で

固

松
戸
市
野
球
協
会
・
野
々
下
？
3
6
2

・
8
2
6
9

ス
ポ
ー
ツ

催
し
物

講
座
・
講
演

蕉
・
小
林
一
茶
等
の
文
人

や
、
こ
の
地
に
残
る
史
跡

を
紹
介
　
費
用
無
料

情報

チャンネル
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「

」

六

実

桜

ま

つ

り

出

店

者

募

集

出

店

日

４

月

８

日

出

・

９

日

⑧

会

場

六

高

台

さ

く

ら

通

り
　

出

店

ブ

ー

ス

ニ

び

×

丁

五

刧

対

象

二

十

歳

以

上

の

個

人

ま

た

は

団

体
　

費

用

一

ブ

ー

ス

三

千

円

圃

３

月
1
2

日

日

午

前

ｍ

時

～

午

後

３

時

の

間

に

、

印

鑑

（

ニ

ブ

ー

ス

以

上

を

希

望

さ

れ

る

人

は

責

任

者

の

印

鑑

も

）
　

・

出

店

費

用

を

持

っ

て

直

接

六

実

集

会

所

ヘ
　
　
　
　
　

ド

圜

六

実

桜

ま

つ

リ

実

…

…
…

。

つｙ
二

行

委

員

会

・

小

金

谷

…

……

十

二

…
……

」
｀̈
」
」

｀ 一・

？
8
7

・
0
0
3
1
　

」

＼

…

…

・

、、、

［
］
リ

サ

イ

ク
ル

フ

リ

ー
マ

ー
ケ

ッ

ト
出

店

者

募

集

出
店
日
時
３
月
2
5日
出
・
2
6日
日

午
前
1
0時
～
午
後
３

時
〔
雨
天
中
止
〕

会
場
ア
ル
ト
ピ
ア
駐
車
場
（
牧
の
原
）

出
店

ブ

ー
ス
三

び

〉〈

二
び
　

区
画

数

先
着

百

ブ
ー

ス

費
用

一
日

一
ブ

ー

ス

二
千

五
百
円

※
何
区

画
で
も

応
募

可

※
当

日
は

食
品

ト
レ

ー
回

収
と

携
帯

灰

皿

を
配
布

し
ま

す

。

圃

ハ

ガ
牛
に

希
望
日

・
住
所

・
氏
名

・
電

話
番

号

・
区
画
数
を

記
入

し
て

、

〒
2
7
0
卜
2
2
9
9

松

戸
南

郵

便
局
留

Ｋ
－

Ｄ
Ｓ

マ
マ

・
佐

藤

幸
子

（
？
3
8
9

・
1
4
3
6

）
へ

「
」
松

戸

ス

ト

リ

ー

ト

ー
ミ

ュ

ー

ジ

シ

ャ

ン

ー
フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

の

出

場

者

を

募

集

イ

ー
ジ
ャ
ン

実
行

委

員
会

は

、
５

月
３

日

歸

（
午
後
１

時

開
演
）

に
市

民
劇
場

で
開

催
す

る
音

楽
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

ヘ
の
出
場

者
を
募

集
し
ま
す

。

対
象
市
内
・
松
戸
市
近

郊
で
ア
コ

ー
ス
テ
イ
ッ
ク

ー
サ
ウ
ン
ド
に
よ
る
演
奏

活
動
を
し
て
い
る
人

（
グ

ル
ー
プ
を
含
む
）
　
募
集

数
十
二
組
（
人
）
　
演
奏

形
態
生
音
主
体
で
、
ア
コ

－

ス
テ
イ
ッ
ク

ー
サ
ウ
ン
ド
お
よ
び

簡
単
な
打
楽
器
等
の
も
の
　
演
奏
時

間
一
組
（
人
）
十
分
以
内
（
二
曲
ま

で
）
　
費
用
無
料

※
応
募
多
数
の
場
合
は
音
楽
関
係
者

に
よ
る
テ
ー
プ
審
査
に
よ
り
決
定

応
募

要
領

参
加

希
望
者

全
員
の

住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
性
別

・
電

話
番
号

・
メ
ン

バ

ー
の
プ

ロ
フ

ィ
ー
ル

（
ラ

イ
ブ

経
験

有
無

な
ど

の

音
楽

歴
）
　・

写
真

一
枚

（
グ
ル

ー
プ

は
集
合

写
真
）

・
審

査
用
と

し
て

当
日

の
エ
ン

ト
リ

ー
曲
（
自
作

曲
）
を
録

音
し
た

物
（
力

セ

ッ
ト
テ

ー
プ

・
Ｍ

Ｄ

・

Ｃ

Ｄ
－

Ｒ

・
Ｖ
Ｈ
Ｓ

Ｉ
∇

Ｔ
Ｒ

）
　・
歌

詞
力
－

ド
・

曲
の

コ
メ
ン

ト

※
テ
ー
プ

等
の

返
却

を
希

望
す

る
人
は

返
信

用
切

手
を
添
え
て

く
だ

さ
い
。

圃
３
月
巧
日
㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

応
募
要
領
に
よ
り
直
接
ま
た
は
郵
送

で
、
〒
2
7
0
1
2
2
5
2松
戸
市
千
駄

堀
六
四
六
の
四
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　松

戸
市
文
化
振
興
財
団
（
？
聊
2
2

2
1
）
へ

【

】
建

設

技

術

展

示

館

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

建

設

技

術

展

示

館

は

、

平

日

の

ほ

か

に

毎

月

第

二

土

曜

日

も

開

館

し

て

い

ま

す

。

ア

ス

フ
　

匐
川
㈹
一

ア
ル

ト

ー
コ

ン

ク

リ

循

】

尸
一

に
こ
1
7
に

Ｉ

ト

等

の
ふ

れ

あ

い

コ
　

戸

０ ４

Ｊ

｀
１ １

匚

ナ

ー

、

ク

レ

ー

ン

シ

ュ
　
　

隘

ミ

レ

ー

シ

ョ
ン

コ

ー

ナ

ー

な

ど

、

大

人

か

ら

子

ど

も

ま

で

楽

し

め

る

各

種

体

験

コ

ー

ナ

ー

が

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

ス

タ

ン

プ

＆

ク

イ

ズ

ラ

リ

ー

も

開

催

し

て

い

ま

す

（
景

品

を

プ

レ

ゼ

ン

ト

）
。

開

館

時

間

午

前

９

時
3
0
分

～

午

後

４

時
3
0
分
　

所

在

建

設

省

関

東

技

術

事

務

所

内

（
下

記

案

内

図

参

照

）

費

用

無

料

固

建

設

技

術

展

示

館

？
3
9
4・
６

４

ワ

ー

交
通
八
柱
駅
ま
た
は
常
盤
平
駅
南
口
か

ら
新
京
成
バ
ス
「
牧
の
原
団
地
」
行
き

で
「
牧
の
原
小
学
校
」
下
車
徒
歩
二
分

［
］
東

松

戸

病

院
健

康
塾

３
月
８
日

㈲
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分
　
会
場
東
松
戸
病
院
大
会
議
室

内
容
講
演
「
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
中

性
脂
肪
（
高
脂
血
症
）
と
食
生
活
」

講
師
東
松
戸
病
院
医
師
、
管
理
栄
養

士
　
定
員
先
着
七
十

人
　
費
用
無
料

圃

電
話
で
東
松
戸
病

院
保
健
福
祉
医
療
室

？
3
9
1
・
5
5
0
0

へ

［
］
骨

髄
バ

ン

ク

「
休

日

の

ド

ナ

ー
登

録

集
団

説
明

会

・

登

録

採

血

（
予

約

制
）
」

２
月
2
7日
脚
午
前
ｍ

時
～
午
後
３

時

心
瑙

譬

蔵

擺
吊

民

プ
ラ
ザ

宇

葉
市
）

圃
電
話
で
県
庁
保
健
予
防
課
？
0
4
3
・

2
2
3
・
２
６
６
２

、
聯
骨
髄
移
植
推
進

財
団

圖
０
１
２
０

・
伺
・
悦
へ

［
］
療

育

相

談

３
月
９
日
困
午
後
１
時
～
１
時
3
0

分
受
け
付
け
　

会
場
松
戸
保
健
所

対
象
乳
児
の
股
関
節
脱
臼

検
診
末
受

診
者
・
整
形
外
科
領
域
の
診
察
相
談

等
を
希
望
す
る
十
八
歳
未
満
の
人

持
ち
物
母
子
健
康
手
帳

費
用
無
料

奈
予
約
制

圃

電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班

？
3
6
1
・
2
1
2
1

へ

プ
ロ

野
球
オ
ー
プ
ン
戦
に

ご
招
待

「
ふ
る
さ
と
球
団
」
を
目
指
し

て
い
る
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

の
ご
好
意
に
よ
り
、
阪
神
タ
イ
ガ

－

ス
と
の
オ
ー

プ
ン
戦
に
抽
選

で
五
十
組
（
百

人
）
を
ご
招
待

し
ま
す
。

日

時
・：
３

月
1
9日

脚

午
後
１

時
試

合

開
始

〔
雨
天
の

場
合

は
中
止

〕

会

場
・：
千

葉
マ
リ
ン

ス
タ
ジ
ア

ム

［
］
予

防

接

種

の

お
知

ら

せ

ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
の
予

防
接
種
（
３
月
）
を
左
表
の
と
お
リ

実
施
し
ま
す
（
生
後
三
ヵ
月
に
な
ら

な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
。

ま
た
、
平
成
1
1年
1
2月
１
日
～
平

成
1
2年
１
月
3
1日
生
ま
れ
の
人
に
、

予
防
接
種
の
通
知
書
を
３

月
上
旬
に

送
付
し
ま
す
。

表
１
・
表
２
に
該
当
す
る
人
は

、

直
接
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
各

支
所
の
市
民
健
康
相
談
室
で
申
し
込

む
か
、
ハ

ガ
半
記
入
要
領
を
参
照
し

て
、
〒
2
7
1
－
0
0
7
2

松
戸
市
竹
ケ

表1　 乳幼児ポリオ日程表(3 月)

圃

３

月
３
日

窗

〔
消
印

有
効
〕
ま

で
に

、
ハ

ガ
牛
に

住
所

・
氏
名

・

電

話
番
号

・
「
オ

ー
プ
ン

戦
希
望

」

を

記
入
し

て

、
干
2
7
1
卜
8
5
8
8

松

戸
市
根

本
三
八

七
の

五
　

松

戸

市

役
所

広
報
課

「
プ
ロ

野
球

オ
ー

プ
ン

戦
係

」（

？
3
6
6・
7
3
2
0

）

へ※
当
選

者
の
発

表
は

、
招
待

券
の

発
送

を
も

っ
て
か
え

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す

。

花
七
四
の
三
松
戸
市
中
央
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
　

保
健
衛
生
課
予
防
衛

生
係
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

固

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

昔
鰯
・

ハ ガ キ 記 入 要 領 （う ら ）

・希望 する予 防接種 名

・初 めてまたは○回受け た

いままで受けた日付け

年　 月　 日

年　 月　 日

（複数 申し込 み可 ）

●郵便番号と 住所

●保護者氏名

●子ども の氏名

●子ども の生年月日 （学年）

●電話番号

①平成11年12月1日～12年1月31日生ま

れで2月15日以降に住民登録をした人

②予診票を持つていない下記の人

○ツベルクリン反応･ ＢＣＧ…３ヵ月以

上4歳未満で接種をしていない大

○ポリオ…3ヵ月以上ﾜ歳6ヵ月未満で2

回飲んでいない大

Ｏ ＤＰＴ…３ヵ月以上ﾜ歳6ヵ月未満で4

回接種していない大

○麻しん…1歳以上ﾜ 歳6ヵ 月未満で接種

をしていない大

○風しん…1歳以上「ｱ歳6ヵ 月未満で接種

をしていない大

○日本脳炎…3歳以上ﾜ歳6ヵ月未満で3

回接種していない人

表2　小・中 学生

予診票を持つていない下記の人

○日本脳炎第2期…小学4年以上13 歳未

満の大で追加接種をしていない大

○日本脳炎第3期…中学2年以上16 歳未

満の大で追力[]接種をしていない大

ＯＤＴ第2期…小学6年以上13 歳未満の

大で追加接種をしていない大

○風しん…中学2年以上16 歳未満で接種

をしていない大

会　場 日　時

中央保健福祉センター
3/ 1㈲ 受付

時
間
午
後
１
時
～

２
時15

分

（予

診
票
が
あ
れ
ば
予
約
は
不
要
で
す
）

松飛台市民センター

新松戸市民センター 2㈲

小金保健福祉センター 迴）
常盤平保健福祉センター 6(月)

馬橋東市民センター 7㈹

稔台市民センター 8㈲

古ケ綺市民センター 9團

馬橋市民センター 10㈲

健康増進センター 13(月)

東部市民センター 14㈲

二十世紀が丘市民センター 15(ﾎ)

明市民センター 16W
六実市民センター別館 17廊

小金原市民センター 22㈲

新松戸市民センター 23㈲

小金保健福祉センター 2頓
常盤平市民センター 27(月)

中央保健福祉センター 28㈹

○
譲
り
ま
す

〔
家
具
〕
ダ
ン

ス
七
千
円
◆

布
団

ダ

ン
ス
無
料
◆
ソ
フ
ァ
無
料
◆
ソ
フ
ァ

ベ
ッ
ド
一
万
円
◆
折
り
畳
み
ベ
ッ
ド

一
万
円
◆
シ
ン
ケ
ル
ス
チ
ー
ル
ベ
ッ

ド
三
千
五
百
円
◆
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー

ブ
ル
セ
ッ
ト

ー
万
円
◆
座
卓
一
万
円

◆
学
習
机
無
料

・
三
千
円
◆
机
千
二

百
円
◆
折
り
畳
み
パ
イ
プ
い
す
二
脚

無
料
◆
パ
ソ
コ
ン
チ
ェ
ア
四
千
円

〔
電
気
用
品
〕
携
帯
ゲ
ー
ム
機
四
千

五
百
円
◆
Ｔ
∇
ゲ
ー
ム
機
一
万
円
◆

二
槽
式
洗
濯
機
無
料
・
四
千
円
◆
ラ

ジ
カ
セ
千
円
◆
ス
ー
パ
ー
ウ
ー
ハ

ー

五
千
円
◆
大
型
ス
テ
レ
オ
セ
ッ
ト

ー

万
円
◆
バ
リ
カ
ン
千
円
◆
フ
ッ
ト
マ

ッ
サ
ー
ジ
機
四
千
円
◆
家
庭
用
ミ
シ

ン
五
千
円
◆
業
務
用
ミ
シ
ン
無
料
◆

遠
赤
外
線
調
理
器
三
千
円
◆
パ
ソ
コ

ン
プ
リ
ン
タ
ー
三
千
円
◆
電
子
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
五
百
円
◆
カ
ラ
ー
ワ
ー

プ
ロ
｛

万
円
◆
ス
チ
ー
ム
吸
入
器
二

千
円
◆
家
庭
用
低
周
波
医
療
器
具
無

料
◆
冷
凍
庫
五
千
円
◆
こ
た
つ
ヒ

ー

タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
千
五
百
円
・
千
八
百

円
◆
こ
た
つ
セ
ッ
ト
三
千
円
◆
エ
ア

コ
ン
無
料
◆
オ
イ
ル
ヒ

ー
タ
ー
無
料

◆
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
ハ
千
円
◆

湯
沸
か
し
ポ
ッ
ト
無
料
◆
フ
ァ
ッ
ク

ス
電
話
機
七
千
円
◆
留
守
番
電
話
機

五
百
円

〔
子

供
用
品
〕
ス
ト

ー
ブ
ガ
ー
ド
五

百
円
◆
ベ
ビ
ー
ガ
ー
ド
無
料
三
点
◆

ピ
ン
ク
の
靴
1
9芍
千
円
◆
黒
の
靴
1
9

芍
千
円
◆

ス
ノ
ー
ブ
ー
ツ
1
9芍
千
円

◆
洋
式
用
補
助
便
座
千
円
◆
お
ま
る

五
百
円
・
千
円
◆
自
転
車
前
方
用
補

助
い
す
三
百
円
◆
籐
製
ゆ
り
か
ご
無

料
◆
ウ
ー
ハ
ン
千
円
・
二
千
円
◆
プ

レ
イ
ジ
ム
無
料
◆
三
輪
車
無
料
◆
浴

槽
補
助
い
す
二
千
円
◆
体
内
音
付
き

ひ
つ
じ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
二
千
円
◆
ベ

ッ
ド
メ
リ
ー
五
百
円
二
点
◆
ほ
乳
瓶

用
フ
ー
ド
ケ
ー
ス
無
料
◆
ほ
乳
瓶
消

毒
容
器
無
料
二
点
◆

調
乳
ポ
ッ
ト
ウ

ォ
ー
マ
上

二
千
円
◆
搾
乳
機
無
料
◆

搾
乳
ほ
乳
機
五
百
円
◆
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
千
円
二
点
・
五
千
円
二
点
◆

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
千
四
百
円
◆
双
子

用
縦
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
千
円
・
一
万
円

◆
Ａ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
二
千
円
・
三
千

円

・
五
千
円

◆

歩
行
器

無
料

・
千

円

二
点
◆

手

押
し

車
千
円

◆

ベ
ビ

ー
ベ

ッ
ド
千

円

二

二
千

円

△

万
円
◆

ベ

ビ

ー
バ

ス
無
料

・
千
円

二
点

◆

抱
っ

こ

ひ

も
千
円

・
三
千
円

二
二
千

五
百

円
◆

テ

ー
ブ
ル

チ
ェ
ア

二
千

円

こ

二

千

円
◆

ス
ウ
ィ
ン

グ
ラ

ッ

ク
無

料
◆

ロ

ー
タ
イ

プ
ラ

ッ
ク

五
百
円

◆

ペ
ビ

上

フ
ッ
ク

三
千

円

〔
ス

ポ

ー
ツ

・
楽

器

用

品

〕

キ
ャ

デ

ィ
バ

ッ
グ
千

円
◆

女
性

用

ゴ
ル

フ
セ

ッ
ト
ハ

千

円
◆

ゴ
ル

フ
ボ

ー
ル

ー
ダ

ー

ス
と

グ
ロ

ー
ブ
2
4
作
無

料
◆

ス
牛

－

ブ
ー
ツ
2
3
・
５

作
二
千

円

・
2
5
・

５

作
二
千

円

・
2
6
作
三
千

円
◆

ス
半

－

板
1
9
0作
千

円

廠

司

千
円

八

万

千
円

◆

ス
牛
－

ウ
ェ

ア

（
２

Ｌ

ワ
ン

ピ

ー
ス
）

千
円

・
　（
女
性
1
6
0作
用
ワ

ン

ピ
ー

ス
）

二
千
円

・
　
孚

供

用
1
0
5

芍
用

）

二
千

円

・
　（
女
性

用
Ｌ

サ
イ

ズ
ツ

ー

ピ
ー

ス
）
三
千

円
◆

登

山
用

リ
ュ

ッ

ク
三
千

円
◆

室
内

用
自

転
車

健

康
器

具
千
円

◆

ダ
ン

ス
シ
ュ

ー

ズ

（
ラ

テ

ン

用

）
2
3
・
５

碧
四
千

円

◆

フ

ォ
ー

ク
ギ

タ
ー
ハ

ー
ド

ケ

ー
ス
付

き

五
百
円

◆

ピ
ア
ノ

無
料

二
点

◆

電

子

ピ
ア
ノ

一
万

円
◆

電
子

オ
ル

ガ
ン

無
料

二
点

〔
日

用

雑

貨

〕

お
ふ

ろ

の

蓋
と

湯
か

き
棒
千
五
百
円
◆
英
文
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
五
千
円
◆
ウ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト

六
畳
用
一
万
円
◆
絨
毯
三
畳
用
千
五

百
円
◆
お
わ
ん
五
点
セ
ッ
ト
二
千
五

百
円
◆
レ
ー
ス
カ
ー
テ
ン
（
二
枚
1
0
0

芍
×
閇
惣
）
七
百
円
◆
パ
イ
プ
製
ダ

ブ
ル
ハ
ン
ガ
ー
二
千
円
◆
屋
根
付
き

ペ
ッ
ト
用
ワ
ゴ
ン
三
千
円
◆
折
り
畳

み
式
ペ
ッ
ト
用
お
リ
無
料
◆
小
型
ペ

ッ
ト
用
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
千
五
百
円

◆
編
み
機
五
千
円
二
点
◆
都
市
ガ
ス

用
コ
ン
ロ
無
料
◆
都
市
ガ
ス
用
グ
リ

ル
付
き
レ
ン
ジ
台
五
千
円
◆
額
縁
大

丗
十
四
枚
セ
ッ
ト
無
料
◆
額
縁
（
6
0

惣
×
5
0惣
）
二
千
五
百
円
◆
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン

（
1
6
5
／
駅
／
纐
）
無
料
・

４
Ｗ
Ｄ
用
（
2
6
5
／
7
0／
1
6）
五
千
円

◆
米
び
つ
付
き
レ
ン
ジ
台
二
千
円
◆

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

ー
万
円
◆
人
形

ス
ト

ー
ブ

無
料
◆

ア
イ

ロ
ン

台
千

円

◆
ハ

ン

ド

バ
ッ

ク
二
千

円
◆

シ
ル

バ

ー
カ

ー
ド

無
料
◆

人
形

ガ

ラ
ス
ケ

ー

ス
無

料
◆

水
槽
セ

ッ
ト

三
千

五

百
円

◆

ス
牛
－

キ
ャ
リ

ア

（
リ
ア

タ
イ

ヤ

式
）

五
千

円

圃
２

月
2
9
日

㈹

〔
当
日

消
印

有

効
〕

ま
で
に

、
ハ

ガ

牛
に

希
望

品
名

（
品

物

一
点
に

つ
き

一
人

一
枚

）
　・
価

格

・
住
所

・
氏
名

・
電

話
番

号

（
昼

間

お
勤
め
の
人

は
勤
め
先

の
電
話
番
号

）

を

記
入
し

て

、

〒
劉
－

０

０
？

３

松

戸
市

小
根

本
七

の
八

京
葉

ガ

ス
Ｆ

松

戸

第
ニ
ヒ

ル
　

松
戸

市
消

費
生

活
課

消

費
生
活

係
へ

※
相
手
の

紹
介

は

月
初
め

に
抽

選
し

当
選
者

に

連
絡
し

ま
す

。
紹

介
後

は
自

主
交

渉
に

な
り
ま

す

。

の
貯
金
箱
七
個
セ
ッ
ト
千
円
◆
ス
タ
　

○

次
回

掲
載

分

に
つ
い

て

ン
ド
ミ
ラ
ー
五
百
円
◆
ポ
ッ
ト
五
百

円
◆
伸
縮
弍
力
上

ア
ン
レ
ー
ル

（
シ

ン
ケ
ル
1
2
0
惣
～
ｍ

惣
）
五
百
円
◆
パ

上

ア
イ
ー
用
ゲ
ー
ム
無
料
◆
ス
エ
ー

ド
ロ
ン
グ
ブ
ー
ツ
2
4芍
千
円
◆
ア
ウ

ト
ド
ア
用
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
セ
ッ
ト
五

千
円
◆
毛
糸
（
四
十
玉
）
七
百
円
◆

コ
ン
パ
ク
ト
洗
剤
二
十
箱
四
千
円
◆

ス
チ
ー
ル
棚
一
万
円
◆
都
市
ガ
ス
用

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
２
月
2
9

日
固
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

二

人
三
点
ま
で
）
。
３

月

2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は
一

万
円
ま
で
で
、
衣
料
品
・
食
料
品
・

自
転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

問
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
？
3
6
6
・

［
ｙ
３
２
９

健
康

お
知
ら
せ

リ

サ

イ

ク

ル

広

場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
へ



広報ま つど2000 年(平成12年)2月25日

見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝
？384-5050

期 日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

大ホ

ー

ル

3/ 4 仕）
由紀さおリ＆安田祥子
童謡コンサート　　　　　　　　 ☆

18 : 00 労音東葛センター　　 ？36卜9911

10 銜 美輪明宏コンサート　　　　　　 ☆ 18 二30 労音東葛センター　　 ？365-9911

11 ㈹ 親子春虱コンサート　　　　　　　☆ 14 : 00 千葉県生協連　　？043-224- 一刀53

12(日)親子まん力雉 画会　　　　　　　 ☆ 1∠1二00 教育映画アニメランド 公04卜901- ∠μ03

18 ㈹
オスバルド・レケーナ楽団

「タンゴの世紀」　　　　　　　　 ☆
18 : 30

MIN－ON チケットセンター
？03-3226-9999

19(日)羽田健太郎ハートフル・ピアノ・ファ
ンタジア　　　　　　　　　　　 ☆

1∠匚00 助ｷ公戸市文化振興財団　？384-5050

小ホ

ー

ル

2/26C土)カワイ音楽教室発表会 10:00 カワイ音楽教室　　　 ？341- 引29

27(日)春季火災予防運動防火講演会 10:00 小金消防署　　　　 ？34C卜0119

3/ 5(日)ビアフノ発表会 11 二30 竹田い＜代　　　？04ﾜ1-32-ﾜ6 口

11圉 溝部洋子ピアノスタジオ発表会 12 : 15 溝部洋子ピアノスタジオ？34卜2140

19(日)
春の小川ピアノ教室第16回発表会 10 : 00 遠藤晴江　　　　　　 ？388-0454

二葉会ピアノ発表会 14 : 00 斉藤旬子　　　　　　　？38卜 ∠旧19

郡愛子メソ・ソプラノソロ・コンサート

～これ以上の愛は～

卓越した歌唱力で人気のオペラ歌手・郡愛子さんを迎えて、クラシ

ックからポピュラーまで芳醇（ほうじゅん）な声と歌心・素敵なお話

でお楽しみください。

会場森のホール21小ホール　費用全席指定3,200円／学生2,000円

※託児サービスあリ（有料、予約制）

［圖聯松戸市文化振興財団a384 ―5050 (月曜休館）

文化ホールギャラリ

ー

？367-7810

期 間 内　 容 問い合わせ先

2/27(1日)まで 松戸市書道展 教育委員会社会教育課　　　　 ？366-ﾜ462

2/2  m ～3/5(1日) 油絵サークル「貝の花」展 油絵サークル貝の花　　　　　？344-ﾜ363

3/  3R ～　5(日) 聖徳大学卒業制作展 加藤　　　　　　　　　 昔○∠旧一刀4-6239

3/ 9休卜12( 日) 明第一地区子ども会作品展 市こども課　　　　　　　　　 ？366-ﾜ354

3/1 m ～19( 日) 松戸水彩会作品展 松戸水彩会　　　　　　　　　 ？38 ワー2ﾜ21

3/17(1だ卜19( 日) 花のロマンを見つけに 中西　　　　　　　　　　　　 ？392-6084

3/21㈹～26( 日)
華墨会水墨画展 華墨会　　　　　　　　　　　S391-4ﾜ8ﾜ

小金原写友会写真展 小金原写友会　　　　　　　　？341-ﾜ062

開館時間…午前10 時～午後6時　※月曜日は休館

２１世紀の森と広場パークセンター
？345-8900

丶

ゝ｀

｀ 丶
べ ~

｀ ｀丶
期　　関 内　　容

展示

3/1C 廊～18(土)
厂みのりの秋をつめた額絵＆ネイチャークラフト展」

坂本政美と森のクラフト教室参加者の作品を展示

3/22 休卜31 廊
｢野鳥の写真コンクール入賞作品展｣

聯まつど街と水辺の緑化基金

観察

会

3/ 4(二0午後2時～3 時 季節の見どころ歩き　案内役パークセンター職員

11圉午前10時～11 時30分 バードウォッチング　講師自然解説員・首藤美恵子氏

19(日)午前10時～11 時30分 昆虫ウオツチンゲ　講師自然解説員・前園泰徳氏

匣］当日パークセンターで（先着25 人）　費用無料　※雨天中止

相談
毎週水・土・日曜日と祝日 、吝午前

10時～正午と午後1時～3 時30分

みどりの相談員による花や緑に関する相談（電話でも

受け付けます）

開館時間…午前9時～午後4時（ただし 、3月１日より午後4時30 分まで）

※月曜日は休館（ただし 、3/20竕は開館し 、２似 ）は振替休館）

松戸駅市民ギャラリー催し物は6面をご覧ください

=◆ テ レホ ン案 内サ ービ ス

i〔当 日の医 療機関( 待機病 院 、休日在宅

丿当 直医､ 夜 間急病診療所､ 休 日土 曜日夜

欄 歯科 診療所等) を案 内し てい ます〕

jl　　　　　　　　　　　？366 －0010

j 平 日 午後4 時30 分～ 翌日 午前9 時

宍　休日と土 曜 午前9 時～翌 日午前９時

◆ 夜 間急 病診 療所　　S368-3756

衛 生会 館内　 毎 日 午後8 時 ～11 時

◆ 休 日土 曜日 夜間 歯科 診療 所

4　　　　　　　　　　　　　　　S365-3430

衛生 会館 内　 午後８時 ～11 時

松戸市の市外局番は０４７です。

？368-1237

期 日 内　 容　 （☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

３／ ４① 白根一男・笹みどり「ふたりのピックシ
ョ ー」　　　　　　　　　　　　　　 ☆

13 : 00
ワイド企画　　　　　 ？362-96ﾜ1

18:00

12(日)古今亭志ん朝独演会　　　　　　　　☆ 14 : 00 東京音協　　　　？03-320 卜8116

1飾）熱口昌　渥美二郎コンサート　　　　　☆
14:00 ペルワールドミュージツク

？03-3222-ﾜ80118:30

19(日)市立松戸高等学校吹奏楽部定期演奏会 1ﾜ:30 市立松戸高等学校　　 ？385-3201

25(±)県立松戸矢切高等学校吹奏楽部定期演奏会 18 : 00 県立松戸矢切高等学 咬 ？368-4ﾜ 印

※月曜日は休館( ただし、3/20帆)は開館し 、21(火)は振替休館)

？368-0070

期日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

2/2?絲 ゴルフと健康　　　　　　　　　　 ☆ 18:00 真鍋生－　　　　　　　？325-1102

3/ 5(日) 万作おとり普及会 1 1 :00 教育委員会社会教育課　？36ト ワ462

22 ㈲ 健康カラオケコンテスト 18 : 00 冨永くに子　　　　　　昔3印-3623

※月曜日は休館（ただし3/20 ㈲は開館し 、21㈹は振替休館）

H384-8181

期　 間 内　　 容

3/ 1㈲～31 銜

午後1時15分と3時15分から

上映（土･ 日曜日 、祝日は午

前11 時からも上映）

ハイビジョン映像｢ ベルギー・ブルージュ紀行／中世の栄華・運河た

ゆたう｣　 ＜上映時間30分＞

4月 て銅鐸は何を語るのか　島根県加茂岩倉遺跡｣ ＜上映時間60分＞

会場講堂　観覧無料

※3/5(1日)引9(日)は講座開催のため、午前11時30 分から上映。

3/5(1日)・12(日)は講演会開催のため、午後1E£f15分からの上映を中止。

4/  9(1日)まで

学習資料展「教科書のなかの道具とくらし」

内容小学校社会科の教科書に登場するひと昔前の生活用具・農具な

どの実物を通して当時の人々のくらしを考えます。

会場企画展示室　観覧無料

2/27(1日)、3/5日・12(日)各午

後1時30 分～3時

第5回学芸員連続講演会

2/2ﾜ「松戸の人生儀礼～死・葬送・墓」　講師市学芸員

3/ 5 厂描かれた松戸」　講師市学芸員

3/12「栗山古墳群とその時代」　講師市学芸員

会場講堂　定員各回先着80人　費用無料

江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日午後1時・2時・3時 べ 時から各回男女各1人

匣電話で市立博物館試着体験係？384-82ﾜ2 へ

休館日月曜日(祝日は開館し 、翌日休館)・第∠L金曜日・年末年始(12/28 ～1/4)　 開館時間午

前9時30 分～午後5時( 入館は午後∠L時30 分まで) 常設展観覧料一般300 円(240 円)･高大学生 巧0

円(100 円)・小中学生100 円(60円)〔(　) 内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・第4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

ガイドツアー(常設展示解説)毎日午前10 時と午後2時から30 分間( 参力[]者は観覧料が必要です)

戸 定 歴 史 館 通常展

？362-2050 徳 川昭 武 ・慶 だの 見 た 幕末明 治

会期…2 月29 日 ㈹ ～4 月23 日 ⑧

徳川昭武・慶喜の兄弟は幕末から明治にかけて 、さま

ざ まな写真を残しました。今回の展示では 、２人 が残し

た写真に幕末明治の時代を探ります。

※月曜日は休館( 祝日は開館し 、翌日休館)

※歴史館は展示替えのため 、2/22(火)～2ﾜ(Eﾖ)を休館し ま

す。ただし 、戸定邸は開館します。

最
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人権相談

|第1～第4金曜日 |

午前10時~午後3時

市役刮職ｺｰﾅｰ

IH四
交 通 事 故

㎜
回匹 灘 ］ 二6(E) 馬 橋支所

7(火) 六実支所
法律相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1時～5時

市役

所
相
談
コ
ー
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ー

7(火) 小 金支所

コ肛懇旦⊃『 宰箍籘こ呑 コ
厂1( 水) 常盤平支所

L翌 翌1 第2 金 曜 日
- 匸回愍二回コ ［　　1 冰） 新松戸市民センター

[ヰ匚鮭 鮑1 第3 金 曜 日
- L旦 大 慾匹 小金原市民ｾﾝﾀｰ2休）

四 ［第2・第4月曜日［　午後1時～3時 [獣回百 陬百 皿法 務 局 松戸 支 局(f
皿
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洋 劣 暉暉TTI广24( ±) |  ^1B#~30= 厂 m 『凵
10(金) 小金原支所

匹:
匹 茶 箱 百

午前10時～午後4時 女 性 セ ン タ ー

( 相 談 室 直 通)

？363-0505

第2～第4木曜日14(火)
ヶ 七 １∩口ｔ　 や り幺り口土

』馬 橋 支 所

第1 木曜日 午後2時～8時
二 行√‾

Ｉ Ｍリ Ｉ Ｖ 冖iJ　　lt 又 丿 冖可

六 実 支 所
口安但 匯 贈 厂 火･金曜日 午前10時～午後4時

21(火) 新松戸支所
パ ー ト 労 働

悩 みご と 相談
7(火)

午後1時30分～

午後4時30分
女 性 セ ン タ ー

？364-877824(金) 矢 切 支 所

28(火) 東 部 支 所 就 学相談( 予約 制)
月～金曜日 午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教育研究所(相談専用)

O366-7600
消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時

消費生活センター
？365-6565

教育 相談( 予約 制)

青 少年相談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少 年 セ ン タ ー

？363-7867
子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北松戸保育所？367-4646

六高台保育園？394-5590 青 少年相談( 来所)

〔予約 制〕
午前9時～午後5時

少 年 セ ン タ ー
？366-7464※住宅課？366-7366 、商工観光課？366-7327

博物館

市 民 劇 場

森のホール２１
市 民

命 轢

救急医療体制


